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【巻末資料１】    収録話タイトル一覧（平凡社東洋文庫目次による） 

 

 

＜第 1 巻＞ 
      まえがき 
  慈悲の神  慈愛の神 アッラーの御名によりて 
  シャハリヤール王とその弟君の話 
      驢馬と牡牛との話 
 
[1]商人と魔王との物語 
     [1a]一番目の長老の話 
     [1b]二番目の長老の話 
     [1c]三番目の長老の話 
[2]漁夫と魔王との物語 
     [2a]ユーナーン王の大臣の話 
            [2aa]シンディバード王の話（第 5 夜） 
            [2ab]裏切りものの大臣の話 
     [2b]石に化した王子の話 
[3]荷担ぎやと三人の娘の物語（第 9 夜～第 19 夜） 
     [3a]第一の遊行僧の話 
     [3b]第二の遊行僧の話 
            [3ba]嫉み男と嫉まれ男の話 
     [3c]第三の遊行僧の話 

[3d]一番年長の娘の話（または第一の娘と二匹の黒

犬の話） 
[3e]門番の女の話（または打傷のある第二の娘の

話） 
 
＜第 2 巻＞ 
[4]三つの林檎の物語（第 19～20 夜） 

 [4a]大臣ヌールッ・ディーンとシャムスッ・ディ

ーンの物語（第 20 夜～24 夜） 
※厳密な入れ子形式ではないが、[4a]を別立ての物語と

せず、「三つの林檎」の枝話とした。 
 
[5]せむしの物語（第 24 夜～34 夜） 
      [5a]クリスチャンの仲買人の話（第 25～26 夜） 
      [5b]お台所監督の話（第 27～28 夜） 
      [5c]ユダヤ人の医者の話（第 28～29 夜） 
      [5d]裁縫師の話（第 29～31／---／33 夜） 
            [5da]理髪師の話（第 31～33 夜） 
                  [5daa]理髪師の一番目の兄の話 
                  [5dab]理髪師の二番目の兄の話 
                  [5dac]理髪師の三番目の兄の話 
                  [5dad]理髪師の四番目の兄の話 
                  [5dae]理髪師の五番目の兄の話 
                  [5daf]理髪師の六番目の兄の話 
      裁縫師の話の結末（第 33 夜内） 
 〔せむしの物語の結末（第 33～34 夜）〕 

 
＜第 3 巻＞ 

[6]ヌールッ・ディーン・アリーとアニースッ・ジャリー

スの物語（第 34～38 夜） 
[7]狂恋の奴隷ガーニム・イブン・アイユーブの物語（ま

たは商人アイユーブとその息子ガーニムおよびその娘

フィトナの物語）（第 38～45 夜） 
      [7a]黒奴ブハイトの因果話（第 39 夜内） 
      [7b]黒奴カーフールの因果話（第 39～40 夜） 
 
[8]オマル・ブヌ・アン・ヌウマーン王とそのふたりの御

子シャルカーンとダウール・マカーン、そしてこの人た

ちに起こった驚異・珍奇な物語（第 45～145 夜） 
・シャルカーンと大臣ダンダーンがオマル・ブヌ・ア

ン・ヌウマーン王の命を受け、コンスタンティノープ

ルの皇帝アフリードゥーンを助けるためアルメニア

王との戦に出発する話 
・シャルカーンとハルドゥーブ王の娘アブリーザ姫と

の話 
・アブリーザ姫とオマル・ブヌ・アン・ヌウマーン王

の話 
・アブリーザ姫とガドバーンという黒人奴隷、および

その者が姫を殺害する話 
・ハルドゥーブ王が母のダートッ・ダワーヒー老夫人

と商議する話 
・シャルカーンが父王のもとを去り、ダマスクスに滞

在する話 
・ダウール・マカーンが妹ヌズハトッ・ザマーンとと

もに父に内緒で聖地巡礼に出る話 
・ダウール・マカーンとヌズハトッ・ザマーンが聖地

巡礼より戻り、エルサレムにて互いに別れる話 
・ダウール・マカーンと浴場の火夫との話 
・ヌズハトッ・ザマーンとハンマードという牧人{バ
ダウィ}の話 

 
＜第 4 巻＞ 

・ヌズハトッ・ザマーンと商人の話 
・ヌズハトッ・ザマーンとシャルカーンとの話 
・ダウール・マカーンと火夫の話。ふたりしてヌズハ

トッ・ザマーンの一行とともにバグダードに旅するこ

と 
・侍従と大臣ダンダーンの話。またオマル・ブヌ・ア

ン・ヌウマーン王の他界のいきさつ 
・オマル・ブヌ・アン・ヌウマーン王暗殺のいきさつ

話 
・シャルカーンとダウール・マカーンが聖戦の軍を整

える話 
・ムスリミーンの軍、おおいにキリスト教徒軍と戦う

話 
・ハルドゥーブ王の母まがつびの媼に虐殺され、山中
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に埋葬される話 
・ダウール・マカーンが将士とともにシャルカーンの

ために哀歌を詠じて悼む話 
 
＜第 5 巻＞ 

[8a]タージル・ムルークとドゥンヤー姫の物語―

―恋いこがれたものと恋い慕われたもの――

（第 107－137 夜） 
＊スライマン・シャーの話 
＊タージル・ムルークの話 

    [8aa]アジーズとアジーザの話（第 112
～129 夜） 

    ＊タージル・ムルークとドゥンヤー姫の話 
・ダウール・マカーンがコンスタンティノープルの包

囲からバグダードに帰る話 
・ダウール・マカーンと火夫との話 
・ダウール・マカーンとその姪クディヤ・ファカーン

の話 
・ダウール・マカーンが病にてみまかる話 
・カーン・マー・カーンとクディヤ・ファカーンの話 
・カーン・マー・カーンがバグダードから旅に出る話 
・カーン・マー・カーンと牧人との話 
・カーン・マー・カーンと騎者ガッサーンとの話 
・カーン・マー・カーンがギリシア人と戦う話 
・カーン・マー・カーンがカハルダーシュと闘う話 
・カーン・マー・カーンとサーサーン王との話 

  [8b]ハシーシュ食いの話（第 142～143 夜） 
・カーン・マー・カーンが捕えられたのち、助かる話 

  [8c]牧人ハンマードの話（第 144 夜内） 
※オマル・ブヌ・アン・ヌウマーン王の物語の結末とと

もに第 145 夜が終わり、第 146 夜は（前夜最後の王か

らのリクエストによる）新たな物語によって開始 
 
＜第 6 巻＞ 
[9]鳥獣と人間との物語（第 146～147 夜） 
[10]聖者と鳩との物語（第 147～第 148 夜） 
[11]水禽とカメとの物語（第 148 夜内） 
[12]狼と狐との物語（第 148～150 夜） 
      [12a]タカとウズラとの話（第 149～150 夜） 
[13]ネズミとイタチとの物語（第 150 夜内） 
[14]カラスと猫との物語（第 150 夜内） 
[15]狐とカラスとの物語（第 150～152 夜） 
      [15a]ノミとネズミとの話（第 150～151 夜） 
      [15b]タカと肉食鳥どもとの話（第 151～152 夜） 
      [15c]スズメとワシとの話（第 152 夜内） 
[16]ハリネズミとキジ鳩との物語（第 152 夜内） 
      [16a]商人とふたりの詐欺師との話 
[17]盗人と猿との物語（第 152 夜内） 
      [17a]愚かな織匠の話 
[18]孔雀とスズメとの物語（第 152 夜内） 
[19]アリー・ビン・バッカールとシャムス・ウン・ナハ

ールとの物語（第 153～170 夜） 

[20]カマル・ウッ・ザマーンの物語（またはシャハリマ

ーン王とその子カマル・ウッ・ザマーンとの物語）（第

170～249 夜） 
  ・カマル・ウッ・ザマーンと鬼女マイムーナとの話 

・マイムーナとダハナシュとの話 
・カマル・ウッ・ザマーンとその宦官との話 
・カマル・ウッ・ザマーンと宰相との話 
・カマル・ウッ・ザマーンとその父君との話 
・ブドゥール姫とその父君との話 
・ブドゥール姫とその乳兄弟マルザワーンとの話 
・マルザワーンの旅の話 
・マルザワーンとカマル・ウッ・ザマーンとがめぐり

会う話 
     
＜第 7 巻＞ 

・マルザワーンとカマル・ウッ・ザマーンとの旅の話 
・カマル・ウッ・ザマーンがブドゥール姫とめぐりあ

う話 
・カマル・ウッ・ザマーンとブドゥール姫が旅立つ話 
・カマル・ウッ・ザマーンと鳥との話 
・カマル・ウッ・ザマーンと樹園管理人との話 
・夫が失踪したあとのブドゥール姫の話 
・ブドゥール姫とハヤート・ウン・ヌフースとの話 
・シャハリマーン王が御子カマル・ウッ・ザマーンを

嘆き悲しむ話 
・樹園管理人のもとでのカマル・ウッ・ザマーンの話 
・ブドゥール姫と船長との話 
・カマル・ウッ・ザマーンとブドゥール姫とが再会す

る話 
・カマル・ウッ・ザマーンとハヤート・ウン・ヌフー

ス姫との話 
・カマル・ウッ・ザマーンとふたりの御子アル・アム

ジャドとアル・アスアドとの話 
・アル・アムジャドとアル・アスアドとハージンダー

ルとの話 
・アル・アムジャドとアル・アスアドが山中を旅する

話 
・アル・アスアドと拝火教徒バハラームとの話 
・アル・アムジャドと仕立屋との話 
・アル・アムジャドと女とそしてバハードルの話 
・アル・アスアドと拝火教徒バハラームとの話 
・アル・アムジャドとアル・アスアドとがめぐりあう

話 
   [20a] ニイマ・ビン・アル・ラビーとその女奴隷

ヌウムとの物語（第 237～247 夜） 
・カマル・ウッ・ザマーンの物語の残り 

[21]アラーッ・ディーン・アブーッ・シャーマートの物

語（ほくろのアラディン物語）（第 249～269 夜） 
 
＜第 8 巻＞ 
[22]ハーティム・ウッ・ターイーの物語（第 269～270
夜） 
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[23]マアン・ブヌ・ザーイダの物語（第 270～271 夜） 
[24]マアン・ブヌ・ザーイダと遊牧の民の物語（第 271
夜内） 
[25]ラブタイトの町の物語（またはレプタの町の物語）

（第 271～272 夜） 
[26]アブドル・マリクの御子ヒシャームと年若い牧人と

の物語（第 272 夜内） 
[27]アル・マハディーの子イブラーヒームの物語（第 272
～275 夜） 
[28]アブドッラー・ブヌ・アビー・キラーバの物語（ま

たはアブドッラー・ブヌ・アビー・キラーバと円柱の都

イラムの物語）（第 275～279 夜） 
[29]モスルのイスハークの話（第 279～282 夜） 
[30]屠殺場の掃除夫とある貴婦人との話（第 282～285
夜） 
[31]カリフ、ハールーン・アル・ラシードと、にせカリ

フ（または第二のカリフ）との物語（第 285～294 夜） 
[32]ペルシア人アリーの物語（第 294～296 夜） 
[33]カリフ、ハールーン・アル・ラシードと女奴隷、そ

してアブー・ユースフ大師の物語（またはイマーム・ア

ブー・ユースフがどうしてカリフ、ハールーン・アル・

ラシードとその大臣ジャアファルとを窮地から救い出

したかという物語）（第 296～297 夜） 
[34]ハーリド・イブン・アブドッラー・アル・カスリー

の物語（または恋人の名誉を救うため泥棒になりすまし

た若者の物語）（第 297～299 夜） 
[35]バルマク家のジャアファルの寛仁さとそら豆売りの

物語（第 299 夜内） 
[36]ものぐさのアブー・ムハンマドの話（第 299～305
夜） 
[37]バルマク家のヤフヤー・ブヌ・ハーリドの度量の広

い物語（第 305～306 夜） 
[38]ヤフヤー・ブヌ・ハーリドが自分の偽手紙を書いた

男に度量を示した話（第 306～307 夜） 
[39]カリフ、アルマームーンと異国の学者との物語（第

307～308 夜） 
[40]アリー・シャールとズムッルドとの物語（第 308～
327 夜） 
[41]ジュバイル・ブヌ・ウマイルとブドゥールとの恋物

語（第 327～334 夜） 
 
＜第 9 巻＞ 
[42]ヤマンのそれがしと六人の女奴隷の物語（またはカ

リフ、アル・マームーンの御前でバスラのムハンマドの

物語った六人の女奴隷の品定めの話）（第 334～338 夜） 
[43]ハールーン・アル・ラシードとある女奴隷とアブー・

ヌワースとの物語（第 338～340 夜） 
[44]犬の食べ残しを食べ、それがはいっていた黄金のさ

らを盗み取った男の物語（第 340～341 夜） 
[45]アレクサンドリアの詐欺師と警察長官との話（第

341～342 夜） 
[46]アル・マリク・ウン・ナーシルと三人の警察長官の

物語（第 342～344 夜） 
    [46a]カイロの警察長官の話 
    [46b]ブーラークの警察長官の話 
    [46c]古カイロの警察長官の話 

[47]盗人と両替商との物語（第 344～345 夜） 
[48]クースの警察長官といかさま師との物語（第 345～
346 夜） 
[49]イブラーヒーム・イブヌル・マハディーとある商人

との物語（第 346～347 夜） 
[50]貧者に施しをして両手を国王のため斬られた女の話

（第 347～348 夜） 
[51]信心家のイスラエルびとの話（第 348～349 夜） 
[52]アブー・ハッサーン・ウッ・ズィヤーディーとホラ

サーンの男との話（第 349～351 夜） 
[53]困った時の友は真の友という話（第 351 夜内） 
[54]貧乏してのち、また金持ちとなった富人の話（また

は運命に背かれ極貧となった富人の話）（第 351～352
夜） 
[55]カリフ、アル・ムタワッキルと女奴隷マハブーバと

の物語（第 352～353 夜） 
[56]屠殺人ワルダーンと美女と熊との物語（第 353～第

355 夜） 
[57]王女と猿との物語（第 355～357 夜）  
[58]黒檀の馬の物語（第 357～371 夜） 
[59]ウンス・ル・ジュードとアル・ワルド・フィール・

アクマームとの物語（第 371～381 夜） 
[60]アブー・ヌワースと三人の若衆とカリフとの物語（第

381～383 夜） 
[61]アブドッラー・ブヌ・マアマルとバスラ男とその女

奴隷との話（第 383 夜内） 
[62]ウドラ族の恋人たちの話（第 383～384 夜） 
[63]ヤマンの大臣とその弟君との話（またはヤマンの大

臣バドル・ウッ・ディーンとその弟、および弟の師匠の

話）（第 384 夜内） 
[64]書塾での少年と少女との恋の話（第 384～385 夜） 
[65]アル・ムタラムミスとその妻との話（第 385 夜内） 
[66]カリフ、ハールーン・アル・ラシードと泉水の中の

ズバイダ正妃との話（第 385～386 夜） 
[67]ハールーン・アル・ラシードと三人の詩人との話（第

386 夜内） 
[68]アッ・ズバイルの子ムスアブとタルハの娘アーイシ

ャとの話（第 386～387 夜） 
[69]アブル・アスワドがその女奴隷を歌った話（第 387
夜内） 
[70]ハールーン・アル・ラシードと二人の女奴隷との話

（第 387 夜内） 
[71]ハールーン・アル・ラシードと三人の女奴隷との話

（第 387 夜内） 
[72]粉屋とその妻との話（第 387～388 夜） 
[73]うつけ者と詐欺師との話（第 388 夜内） 
 
＜第 10 巻＞ 
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[74]カリフ、ハールーン・アル・ラシードとズバイダ正

妃との話（または法官アブー・ユースフとズバイダ正妃

との話）（第 388～389 夜） 
[75]カリフ、アル・ハーキムとある商人との話（第 389
夜内） 
[76]キスラー（ホスロー）・アヌーシルワーン王と農家の

娘との話（第 389～390 夜） 
[77]水運びの男と金細工師の妻との話（第 390～391 夜） 
[78]ホスロー大王とシーリーンと漁師との話（第 391 夜

内） 
[79]バルマク家のヤフヤー・ブヌ・ハーリドと貧乏男と

の話（第 391～392 夜） 
[80]ムハンマド・アル・アミーンとシャアファル・ブヌ・

ムーサー・アル・ハーディとの話（第 392 夜内） 
[81]サーイド・ブヌ・サーリム・アル・バーヒリーとバ

ルマク家の御曹子たちの話（第 392～393 夜） 
[82]まんまと夫を騙した女の話（第 393～394 夜） 
[83]信仰篤いイスラエルの女と邪悪な二老人との話（第

394 夜内） 
[84]カリフ、ハールーン・アル・ラシードとジャアファ

ルと遊牧の老人との話（第 394～395 夜） 
[85]オマル・ブヌル・ハッターブと若い牧人との話（第

395～397 夜） 
[86]カリフ、アルマームーンとピラミッドとの話（第 397
～398 夜） 
[87]盗人と商人との話（第 398～399 夜） 
[88]マスルールとイブヌル・カーリビーとの話（または

カリフ、ハールーン・アル・ラシードとイブヌル・カー

リビー）（第 399～401 夜） 
[89] カリフ、ハールーン・アル・ラシードと苦行修行の

その御子との話（第 401～402 夜） 
[90]歌を聞いて恋をした書塾の教師の話（第 402～403
夜） 
[91]愚かな教師の話（第 403 夜内） 
[92]読み書きを知らぬ教師の話（第 403～404 夜） 
[93]ある国王と操正しい女との話（第 404 夜内） 
[94]アブドル・ラフマーン・アル・マグリビーが語った

巨鳥ルフの話（第 404～405 夜） 
[95]アディー・ブヌ・ザイドとアン・ヌウマーン王の娘

ヒンドとの話（第 405～407 夜） 
[96]ディビル・アル・フザーイーと女人ムスリム・ブヌ

ル・ワリードとの話（第 407 夜内） 
[97]モスルのイスハークと商人との話（第 407～409 夜） 
[98]三人の薄幸な恋人たちの話（または、老いた牧人の

語った恋の話）（第 409～410 夜） 
[99]タイイー部族の恋人たちの話（または、カーシム・

ブヌ・アディの伝えたある恋物語）（第 410～411 夜） 
[100]恋に気の狂った男の話（または、アブル・アッバ

ース・アル・ムバルラドが伝えた恋の物語）（第 411～
412 夜） 
[101]イスラムに改宗した修道院長の話（または、アブ

ー・バクル・ブヌ・ムハマンド・アル・アンバーリーが

語ったアブドル・マシーフ・アル・ラーヒブの物語）（第

412～414 夜） 
[102]アブー・イーサーと女奴隷クルラトル・アインの

恋物語（第 414～418 夜） 
[103]アル・アミーンとその叔父イブラーヒーム・イブ

ヌル・マハディーとの話（第 418～419 夜） 
[104]カリフ、アル・ムタワッキルとアル・ファトフ・

ブヌ・ハーカーンとの話（第 419 夜内） 
[105]美男と美女との優劣についてある女流学者が論争

した話（またはハマーの町の女説教師の話）（第 419～
423 夜） 
[106]アブー・スワイドときれいな老女との話（第 423
～424 夜） 
[107]アリー・ブヌ・ムハンマド・ブヌ・アブドッラー・

ブヌ・ターヒルと女奴隷ムーニスとの話（第 424 夜内） 
[108]二人の女とその恋人たちとの話（第 424 夜内） 
[109]カイロの商人アリーの物語（またはバグダードの

妖怪屋敷）（第 424～434 夜） 
[110]メッカ巡礼の男と老女との話（第 434～436 夜） 
[111]女奴隷タワッドゥドの物語（第 436～462 夜） 
 
＜第 11 巻＞ 
[112]死の天使とたかぶる王者と篤信家との話（第 462
夜） 
[113]死の天使と富める王者との話（第 462 夜～463 夜） 
[114]死の天使とイスラエルの民の王との話（第 463～
464 夜） 
[115]イスカンダル・ドゥル・カルナインと貧しい民との

話（またはイスカンダル・ドゥル・カルナインと貧に甘

んじている王者との話）（第 464 夜内） 
[116]アヌーシルワーンがその統治に対し正義を旨とし

た話（第 464～465 夜） 
[117]イスラエルの子孫たちの法官と信心深いその妻と

の話（第 465～466 夜） 
[118]乗船が難破した婦人の話（またはカアバの側の信心

深い女人と預言者の子孫のひとりとの話）（第 466～
467 夜） 
[119]信心深い黒人奴隷の話（第 467～468 夜） 
[120]イスラエルの子らのうちのある信心深い男の話

（または敬神家の木皿造り師とその妻との話）（第 468
～470 夜） 
[121]ハッジャージ・ブヌ・ユースフと信心深い男との

話（第 470～471 夜） 
[122]火中に手を入れてもやけどせぬ敬神の鍛冶屋の話

（第 471～473 夜） 
[123]神が雲を駆使する力を授けたもうたある敬神家の

話（第 473～474 夜） 
[124]カリフ、オマル・ブヌル・ハッターブのある教友

の話（またはあるムスリムの戦士とクリスチャンの娘と

の話）（第 474～477 夜） 
[125]イブラーヒーム・イブヌル・ハッワースとある王

女との話（またはクリスチャンの王女とあるムスリムと
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の話）（第 477～478 夜） 
[126]ある預言者と神の正義についての話（第 478～479
夜） 
[127]ナイルの渡し守とある聖者との話（第 479 夜内） 
[128]ある島の王となった敬神家のイスラエル人の話

（第 479～481 夜） 
[129]アブル・ハサン・アッ・ダルラージュと癩を病む

アブー・ジャアファルとの物語（第 481～482 夜） 

[130] 蛇
くちなわ

の女王の物語（またはハーシブ・カリーム・

ウッ・ディーンの物語）（第 482～536 夜） 
[130a]ブルーキーヤーの話（第 486～498〔･

531〕夜） 
     [130aa]ジャーン・シャーの話（第 499
～531 夜） 
 

＜第 12 巻＞ 
[131]海のシンドバードと陸のシンドバードとの物語

（第 536～566 夜） 
[131a]海のシンドバードの第一航海の話（第

538～542 夜） 
[131b]海のシンドバードの第二航海の話（第

542～546 夜） 
[131c]海のシンドバードの第三航海の話（第

546～550 夜） 
[131d]海のシンドバードの第四航海の話（第

550～556 夜） 
[131e]海のシンドバードの第五航海の話（第

556～559 夜） 
[131f]海のシンドバードの第六航海の話（第

559～563 夜） 
[131g]海のシンドバードの第七航海の話（第

563～566 夜） 
海のシンドバードの第八航海の話（A テキス

ト） 
[132]黄銅城の物語（第 566～578 夜） 
[133]女たちのずるさとたくらみの物語（または七人の

大臣たちの物語）（第 578～606 夜） 
[133a]ある国王とその大臣の妻との話（第

578～579 夜） 
[133b]ある商人とおうむとの話（第 579 夜内） 
[133c]洗い張りやとその息子との話（第 579
～580 夜） 
[133d]道楽ものと貞節な妻女との話（第 580
夜内） 
[133e]けちな男と二塊のパンの話（第 580～
581 夜） 
[133f]女とその二人の情人との話（第 581 夜

内） 
[133g]ある王子とグーラ（鬼女）との話（第

581～582 夜） 
[133h]一滴の蜂蜜の話（第 582 夜内） 

[133i]おのが亭主に土砂を篩｛ふる｝いわけ

させた女の話（第 582 夜内） 
[133j]魔法の泉の話（第 582～584 夜） 

 
＜第 13 巻＞ 

[133k]浴場主とその妻の話（第 584 夜内） 
[133l]美女と放蕩者の話（第 584～586 夜） 
[133m]金細工師と絵に描かれた乙女の話（第

586～587 夜） 
[133n]一生涯笑わなかった男の話（第 587～
591 夜） 
[133o]ある王子と商人の妻の話（第 591～592
夜） 
[133p]買われた奴隷と優雅な男の妻の話（第

592～593 夜） 
[133q]国の高官らを手玉にとった女の話（第

593～596 夜） 
[133r]聖断の夜に三つの願いをかけた男の話

（第 596 夜内） 
[133s]風呂番女を懲らしめて後悔した王の話

（第 596～597 夜） 
[133t]雌雄二羽のハトの話（第 597 夜内） 
[133u]アッダトマー姫とペルシア王子の話

（第 597～598 夜） 
[133v]老婆と商人の息子の話（第 598～602
夜） 
[133w]散策に出たある王子と魔物の話（第

602～603 夜） 
[133x]盲目の老人と三歳と五歳の少年の話

（第 603～606 夜） 
[134]商人ウマルと三人の息子、サーリムとサリームと

ジャウダルの物語（第 606～624 夜） 
[135]クンダミルの王子のアジーブとガリーブの物語

（第 624～680 夜） 
 
＜第 14 巻＞ 
[136]アブド・アッラーフ・ブヌ・アマアル・アルカイ

シーとオトバ・ブヌ・アルジュッバーンの物語（第 680
～681 夜） 
[137]アンヌアマーンの娘ヒンドとアルハッジャージュ

の物語（第 681～683 夜） 
[138]フザイマ・ブヌ・ビシュルとイクリマ・アルファ

イヤードの物語（第 683～684 夜） 
[139]書記ユーヌスと世継アルワリード・ブヌ・サフル

の物語（第 684～685 夜） 
[140]ハールーン・アッラシードと娘たちの物語（第 685
～686 夜）【cf.第 12 巻アル・ラシード】 
[141]ハールーン・アッラシードのご前での、三人の娘

についてのアルアスマイーの物語（第 686～687 夜） 
[142]アブー・イスハーク・イブラーヒーム・アルマウ

シリーと悪魔アブー・ムッラの物語（第 687～688 夜） 
[143]カリフ、ハールーン・アッラシードとジャミール・
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ブヌ・アマアル・アルウズリーの物語（第 688～691 夜）

〔“ウドラ族の恋人たち”〕 
[144]ベドウィンがムアーウィアに訴えたマルワーン・

ブヌ・アルハカムの悪業の物語（第 691～693 夜）〔“ベ

ドウィンとその忠実な妻”〕 
[145]フサイン・アルハリーウがハールーン・アッラシ

ードのご前でしたバスラの女の恋物語〔“バスラの恋人

たち”〕（第 693～695 夜） 
[146]イスハーク・アルマウシリーと奴隷娘と盲人（悪

魔）の物語（第 695～696 夜） 
[147]イブラーヒーム・ブヌ・イスハークと若者の物語

（第 696～697 夜）〔“メディナの恋人たち”〕 
[148]大臣アブー・アーミル・ブヌ・マルワーンとアル

マリク・アンナースィルの物語（第 697～698 夜） 
[149]アフマド・アッダナフとハサン・シャウマーンと

女ペテン師ザイナブおよびその母の物語（第 698～708
夜） 
[150]エジプト人アリー・アッザイバクの物語（第 708
～719 夜） 
【149&150 :“悪女ダリーラの物語”（698～719 夜）】 

[151]アッサイフ・アルアアザム・シャーの王子アズダ

シールとアブド・アルカーディル王の息女ハヤート・ア

ンヌフース姫の恋物語（第 719～738 夜） 
 

＜第 15 巻＞ 
[152]ホラサーンのシャフルマーン王の物語（第 738～
756 夜）〔“海のジュルナール”または“海人ジュラナ

ールとその息子ペルシア王バドル・バーシム”あるいは

“バドル王子とサマンダルのジャワール姫？”〕 
[153]ムハンマド・サバーイク王と商人ハサンの物語（第

756 夜～778 夜） 
[153a]サイフ・アルムルークとバディーア・

アルジャマールの物語（第 758～778 夜） 
[154]商人と金細工師と銅細工師を営むふたりの息子、

および金細工師の息子ハサンとペルシアの詐欺師にま

つわる物語（第 778～831 夜）〔“バスラのハサン”〕 
 
＜第 16 巻＞ 

（“バスラのハサン”つづき） 
[155]バグダードの漁師ハリーファの物語（第 831 夜～

845 夜） 
[156]商人マスルールと彼が見た夢の物語（第 845～863
夜）〔“マスルールとザイン・エル・マワーシフ”〕 
 
＜第 17 巻＞ 
[157]ヌール・アッディーンと帯網娘マルヤムの物語（第

863～894 夜） 
[158]カイロの領主ジャーウ・アッディーン・ムハンマ

ドと褐色の男の物語（第 894～896 夜）〔“上エジプト

から来た男”〕 
[159]バグダードの金持ちと奴隷娘の物語（第 896～899
夜） 

[160]インドの王ジュライアードと大臣シャンマースの

物語（第 899～930 夜） 
[160a]猫と鼠の物語（第 900～902 夜） 
[160b]頭にバターをかけられた行者の話（第

902～903 夜） 
[160c]池の魚の話（第 903 夜内） 
[160d]鴉と蛇の話（第 903～904 夜） 
[160e]野生のロバと狐の話（第 904～905 夜） 
[160f]旅をする王子の話（第 905～906 夜） 
[160g]鴉の話（第 906～907 夜） 
[160h]蛇使いとその妻と子供と一家の者の話

（第 907～908 夜） 
[160i]蜘蛛と風の話（第 908～909 夜） 
[160j]公正な王と邪悪な王の話（第 909～910
夜） 
[160k]盲人と両足の萎えた男の話（第 910～
918 夜） 
[160l]漁夫の話（第 918 夜内） 
[160m]若者と泥棒の話（第 918～919 夜） 
[160n]妻のために身を亡ぼした男の話（第

919～920 夜） 
[160o]商人と泥棒たちの話（第 920～921 夜） 
[160p]狐と狼の話（第 921 夜内） 
[160q]羊飼いと泥棒の話（第 921～924 夜） 
[160r]黒雷鳥と亀の話（第 924 夜内） 

 
＜第 18 巻＞ 
[161]染物屋アブー・キールと床屋アブー・シールの物

語（第 930～940 夜） 
[162]陸のアブド・アッラーフと海のアブド・アッラー

フの物語（第 940～946 夜） 
[163]教王（カリフ）ハールーン・アッラシードとアブ

ー・アルハサン・アルオマーニーの物語（第 946～952
夜） 
[164]エジプト領主アルハーシブの息子イブラーヒーム

の物語（第 952～959 夜）〔“イブラーヒームとジャミ

ーラ”〕 
[165]教主（カリフ）アルムウタディド・ビッラーヒと

ホラサーンのアフマドの息子アブー・アルハサン・アー

リーの物語（第 959～963 夜） 
[166]商人アブド・アッラフマーンとその息子カマル・

アッザマーンの物語（第 963～978 夜）〔“カマル・ア

ッザマーンと宝石商の妻”〕 
[167]アブド・アッラーフ・ブヌ・ファーディルと兄弟

たちの物語（第 978～989 夜） 
[168]靴直しマアルーフとその妻ファーティマの物語

（第 989～1001 夜） 
〔大枠の物語――結末〕 
 
別巻 
[別１]「アラーッ・ディーンと魔法のランプの物語」 
[別２]「アリババと四十人の盗賊の物語」 



【巻末資料２】     『千夜一夜』生成過程略年表 

I 

期  （インドの物語：聡明な少女が物語を語ることで窮地を脱する） 

   ↓ 

（ペルシアの物語集『千物語（フザール・アフサーン）』） 

630 預言者ムハンマドのメッカ征服・661 ウマイヤ朝創設 

710 イスラム教徒のスペイン侵入 

750 アッバース朝（-1258）創設・762 バグダード建設 

   

Ⅱ  8Ｃ  ペルシア語の『千物語』をアラビア語に翻訳 

期 

8～10Ｃ バグダードでの変容と増殖（『千物語』アルフ・フラーファ→『千夜』アルフ・ライラ→『千夜一夜』） 

アラブ化（イスラーム化） 

普及：講釈師による口演の伝統 

物語の付加：アラブの古伝説・伝承、アッバース朝カリフたちの物語、バグダードの恋物語、古代メ

ソポタミアの伝説など 

・９Ｃ 現存最古の写本断片（『キターブ・ハディース・アルフ・ライラ』のタイトル） 

＊マスウーディ(896-956)『黄金の牧場』のなかでの『アルフ・ライラ』への言及 

＊書店主イブン・アンナディーム（-990 頃）『キターブ・アル・フィフリスト』での言及 

                                         （10 世紀半ば以降 バグダードは荒廃） 

969 ファーティマ朝(-1171)のエジプト征服・カイロ建設 

10～15Ｃ カイロを中心とするエジプトでの発展（およびシリアでの発展） 

            物語の大規模な付加：武勇談（戦記物）、市井もの、魔法もの、など 

   ＊12Ｃの貸本記録（カイロ）に『千一夜』（アルフ・ライラ・ワ・ライラ） 

1250 マムルーク朝(-1517)エジプト・シリアを統治 

 ・14Ｃ  

～15Ｃ ガランの依拠したシリア系写本の作成（200 夜ほど） 

 

    レインの説： 180 ほどの話を含む「現在の形」に近い形態まで発展 ？ 

 

1517 オスマン・トルコ（1299-1922）のエジプト征服：「中世アラビア」の終焉 

 

 515

1703-1717 アントワーヌ・ガランによるフランス語版『千一夜』：ヨーロッパへの紹介 

Ⅲ 

期  18～19Ｃ初 ガランの仏訳版『千一夜』からの重訳：英語（スコットほか多数）・独語（フォン・ハンマーほか）へ  

   → ヨーロッパでの『アラビアン・ナイト』への熱狂 

              ・写本の発見・ガランへの補遺の試み 

              ・ヨーロッパに知られている現存写本のほとんどはこの時期に書かれたもの（by シャイフたち） 

              ・子供向けおとぎ話集として普及 

    1775 頃 ＺＥＲ（1001 夜、180 ほどの話を含む）の親写本の成立 

            ↓ 

19 世紀 アラビア語による印刷本 

カルカッタ第一版 1814-1818；ブレウスラウ版 1824-1843； 

ブーラーク版 1835；カルカッタ第二版 1839-1842 

 

19 世紀～  新たな翻訳刊行：アラビア語印刷本（＋諸写本）に依拠 

レイン(英) 1839-41, 3vols.；ペイン(英) 1882-84, 9vol.；バートン(英) 1885, 10vols.；  

マルドリュス(仏), 1899-1904, 16vols.；リットマン(独) 1921-28, new eds.1953,54,60, 6vols. 

・ ほかにロシア語、スペイン語、イタリア語などへ 

・ 前嶋信次・池田修訳『アラビアン・ナイト』（平凡社東洋文庫版）、18 巻および別巻１、1976-1992 

・1984 ムフシン・マフディ、ガラン写本（フランス国立図書館蔵、3vol.）を発見し、校訂・印刷  

            → 1990 H・ハッダウィによる英語訳 

・ フランスでプレイアード版刊行 2005-2007 
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【巻末資料３】 『千夜一夜』の主要な写本・印刷本・訳本 
 
 
▼ 現存アラビア語写本 
エジプト系・シリア系に大別。多くは 18 世紀から 19 世紀初頭に書かれたもの。 
ほぼ完全なものから断片まで長短さまざまで、その総数は現在では 70 にものぼるとされる。 
本資料補足＜ゾタンベールによる『千夜一夜』写本の系列整理＞を参照のこと。 

 

▼ 主要アラビア語印刷本 الف ليلة و ليلة 

１．カルカッタ第一版〔インド〕1814-1818：シルワーニー編纂。最初の 200 夜分のみ収録＋“船

乗りシンドバッド”。語学教科書。 
The Arabian Nights Entertainments; In the Original Arabic. Published under Patronage 
of the College of Fort William; by Shuekh Uhmud bin Moohummud Shirwanee ul 
Yumunee. Calcutta, vol.I, 1814; vol. II, 1818. 

２．ブレウスラウ版〔ドイツ〕1824-1843：ハビヒト編纂（フライシャーが継続）、“チュニジア

写本”によると自称。出典の疑わしい部分、つぎはぎの感あり、『千夜一夜』に本来含まれな

い物語も収める。 
Tausend une Eine Nacht Arabish. Nach einer Handschrift aus Tunis herausgegeben von 
Dr. Maximilian Habicht, Professor an der königlichen Universität zu Breslau, …, nach 
seinem Tode fortgesetzt von M. Heinrich Leberecht Fleicher, ordentlichem Prof. der 
morgenländischen Sprachen an der Universität Leipzig. Breslau 1825-1843. 

３．ブーラーク版〔カイロ郊外〕1835：18 世紀にエジプトで作成されたとされる信頼できる写本

（その後散逸）をもとに。現行の『千夜一夜』の全体を収める。学識ある人物（アッ・シャ

ルカーウィ）によって校訂。 
يطلب من مكتبة المثنى: بغداد   . مقابلة وتصحيح محمد قطة العدوي/ ة الف ليلة وليل  

４．カルカッタ第二版（版）1839-1842：英国人マックナーテンによる校訂。エジプト系写本に

よる。しばしばブーラーク版よりも長い、補充されたテクスト。カルカッタ第一版、ブレス

ラウ版にも拠っている。 
The Alif Laila or the Book of the Thousand Nights and one Night, Commonly known as 
“The Arabian Nights Entertainments”, now for the first time, published complete in the 
original Arabic, from Egyptian manuscript brought to India by the late Major Turner, 
editor of the Shah-Nameh. Editide by W. H. Machnaghten. Esq. In four bolumes. 
Calcutta 1839-1842.  

 ５．ムフシン・マフディによる校訂版（ガランの用いた写本の印刷出版）： 
Muhsin Mahdi, Alf Layla wa-Layla, Leiden , 1984, 2vols. 

 
 
▼主要翻訳版 
＜先駆的なもの＞ 
・Antoine Galland, 1703-1715, 12vols.（仏） 

Les Mille et une Nuits, contes arabes, traduits par Antoine Galland., vol.1-6 :1704, 
vol.7 :1706, vol.8 :1709, vol.9-10 :1712, vol.11-12 :1715 
14-15 世紀のシリアの写本、およびアラブ人ハンナ・ディヤーブの口述・記述にもとづく。

60 編ほど。 
・Jonathan Scott, 1811, 6vola.（英）Arabian Nights’ Entertainments 

ガランの英語への重訳。第 6 巻は新たな物語を写本から訳出。 
・Von-Hammer-Purgstall（仏） 

カイロでいわゆる ZER に属する写本を入手し、そこからフランス語にガランの未紹介の物語

を訳出。散逸。 →そのドイツ語への重訳 1823, 3vols.→その英訳 by Lamb, 1826、仏訳 by 
Trébutien, 1828  
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＜アラビア語印刷本にもとづく翻訳＞ 
・Edward William Lane, 1839-41, 3vols.(英)  

The Thousand and One Nights, commonly called, in England, the Arabian Nights’ 
Entertainments, a new translation from the Arabic, with copious notes by Edward 
William Lane, Author of “The Modern Egyptians,” illustrated by many hundred 
engravings on wood, from the original designs of William Harvey, London, vol.1: 1839, 
vol.2: 1840, vol.3: 1841 
ブーラーク版に基き、カルカッタ第一版とブレスラウ版を適宜利用。抄訳。豊富な注。 

・John Payne, 1882-84, 9vols.(英) カルカッタ第二版に依拠。適宜他の版も利用。補遺として、

Tales from the Arabic, 1884, 3vol.さらに 1889 年に 1 巻を追加（orphan stories を写本から

訳出）。信頼に値する。 
・Richard Burton, 1885, 10vols.: 補遺 1886-88, 6vols. (英)  

A Plain and literal translation of the Arabian nights’ entertainments, now entitled The Book 
of the Thousand Nights and a Nights. With introduction, explanatory notes on the manners 
and customs of Moslem men and a terminal essay upon the history of the nights. By Richard 
F. Burton, 10vol., 1885; 
Supplemental Nights to the book of Thousand and a Nights with notes anthropological 
and explanatory, by Richard Burton, 6vol. 1886-1888 (vol.1: 1886, vol.2: 1887, vol.3?, 
vol.4: 1888, vol.5-6:?). 
本編はカルカッタ第二版に依拠。適宜他の版も利用。Payne を借用している部分も多い。原

語に忠実な信頼しうる訳。性に関する詳細な注記。 
 補遺は、ブレスラウ版、ガラン版、モンタギュー写本のテクスト、シャヴィ＆カゾットのテ 
クストから、計 61 編を訳出。 

・Joseph C.Mardrus, 1899-1904, 16vols. (仏)  
Joseph C. Mardrus, Le Livre des Mille Nuits et une Nuits, Traduction littérale et 
complète du texte arabe par le Dr. J. C. Mardrus, Fasquelle Éditeurs (Paris), 
16vols.,1899-1904.  
ブーラーク版に依拠と自称。orphan stories をガランから。全訳ではなくさまざまな出所か

らの物語を交えた自由な編纂による。文体・文面も翻案に近いスタイル。注はほとんどなし。 
・Enno Littemann, 1921-28, new eds. 1953, 54, 60, 6vols.(独) 

Die Erzälungen aus den Tausendundein Nächten, zum ersten Mal nach dem arabischen 
Urtext der Calcuttaer Ausgabe aus dem Jahre 1839 übertragen, 1921-1928 
カルカッタ第二版に依拠。必要に応じて、断わった上で他の版を紹介。ただし orphan stories
を写本およびバートンから訳出して挿入。世界初の学術校訂本と言われる。適切な注。 

・前嶋信次・池田修訳『アラビアン・ナイト』（平凡社東洋文庫版）、18 巻および別巻１、1976-1992． 

カルカッタ第二版に依拠した、リットマン同様のきわめて信頼性の高い校訂版。 

・Husain Huddawy, 1990.(英) ムフシン・マフディによる校訂版の英語訳 

The Arabian Nights, translated by Husain Haddawy, Based on the text of the 
Fourteenth-Century Syrian Manuscript edited by Muhsin Mahdi, Everyman’s Library, 
1990 

 ・Jamel Eddine Bencheikh & Adnré Miquel, 2005-2007, 3vols. (仏)  
Les Mille et Une Nuits, texte traduit et présenté par Jamel Eddine Bencheikh et Adnré 
Miquel, et annoté par André Miquel, Bibliothèque de la Pléiade, Gallimard, 3vols., vol. 
1 (Nuits 1 à 327): 2005, vol. 2 (Nuits 327 à 719): 2006, vol. 3 ( Nuits 719 à 1001) : 2007 
 

その他の日本語訳： 明治 8 年から、さまざまなヨーロッパ言語からの重訳がある 
・岩波文庫版『千一夜物語』（豊島与志雄ほか訳、全 13 巻）マルドリュスからの重訳 

・ちくま文庫版（佐藤正彰訳、全 10 巻）岩波文庫版の個人全訳による改訳 
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〈補足：ゾタンベールによる『千夜一夜』写本の系列整理> 

Cf. Zotenberg, « Notice sur quelques manuscrits des 
Mille et une nuits, et la traduction de Galland », 1888 

     *すでに非常に古い情報であるが、写本状況の概略をつかむために提示する 

 

 

Ⅰ アラブ＝アジア系〔のちに“シリア系”と通称される〕 

最初の方だけを含む、収録話の順序はみなほぼ同じ 
1) Ms de la Bibliothèque Nationale, ancien fonds nos 1506-08 （ガラン写本） 
2) Ms de la Bibliothèque de Vatican, no 782 （15 世紀のもの） 

×3) Ms de Patrick Russel ＜所在不明＞ 
4) Ms de la Bibliothèque Nationale, supplément 1715 I et II 
5) Ms de la Bibliothèque de Christ Church College, à Oxford, no CCVII 
6) Ms 2699 de la Bibliothèque de l’India Office, à Londres 

×7) Ms de William Jones ＜所在不明＞ 
8) Ms du British Museum, addit. 7404, fol.1-140 

×9) Ms de la Bibliothèque Nationale, supplément 2522 et 2523 （Sabbagh 写本） 
×10) Ms de la Bibliothèque Nationale, supplément 1716 （Chavis 写本） 

 〔*×印は所在不明のもの、および、のちに“捏造”とわかったもの〕 
 
Ⅱ エジプト系〔のちの“ZER ”〕：比較的新しく、独特の文体と詳細な語りが特徴 

12 ほど（不完全なものを除いて）。 
もとは一つの写本から派生したと考えられる 
収録話多く、1001 夜分収録するものもあり。18 世紀末から 19 世紀に作成。 
・パリ BN に完全なもの 3 つ(supplément arabe, 1717, 1718, 1719)、 

および不完全なもの 4 種 
・大英博物館に 2 種（Oriental mss. 1595-98, 2916-19） 
・ケンブリッジ大学に 1 つ 
・ヴァチカン図書館に 1 つ 
・ゴータ公爵図書館に完全版 1 つ、さらに不揃いのもの１つ 
・ミュンヘン王立図書館に完全版 1 つ、ほかに不完全 1 つ 
・ウィーンのオリエンタル・アカデミー図書館 
など 

 
Ⅲ 初期エジプト系：上記Ⅱと、また以下の相互にも、話の順序等が異なる 

1）マイエ Maillet 写本 ms.1491A 
2）トルコ語写本 ms.356    
3）ハビヒトのもの 
4）ＢＮ、1721 Ⅳ du supplément arabe  
   最初の 210 夜を含む、18 世紀初めのもの。エジプトからもたらされた。 
5）オックスフォード、ボードリアン図書館所蔵（「モンタギュー写本」） 

もと 8 巻（第 3 巻目紛失）、ヒジュラ暦 1177-78 に書かれたもの 
ほかの版とは、話の内容・順序が違う 

など 



【巻末資料４】    マルドリュスの省略した物語  

 

    マルドリュスが訳出にあたって、底本としたブーラーク版から削除し、 
収録しなかった物語 

     ＊Marzolph & Leeuwen ed.The Arabian Nights Encyclopedia, 2004 を参照して作成。 
収録話タイトルは平凡社東洋文庫による。物語の長さのめやすとするためにカルカッタ第二版においての

ものであるが収録夜も付した。題名の前の数字も、本論文巻末資料１で用いたもの 

 

 

[16]ハリネズミとキジ鳩との物語（第 152 夜内） [54]貧乏してのち、また金持ちとなった富人の話（また

は運命に背かれ極貧となった富人の話） [17]盗人と猿との物語（第 152 夜内） 
[18]孔雀とスズメとの物語（第 152 夜内） [55]カリフ、アル・ムタワッキルと女奴隷マハブーバと

の物語（第 351～352 夜） [22]ハーティム・ウッ・ターイーの物語（第 269～270 夜） 
[23]アマン・ブヌ・ザーイダの物語（第 270～271 夜） [57]王女と猿との物語（第 355～357 夜）  
[25]ラブタイトの町の物語（またはレプタの町の物語）

（第 271～272 夜） 
[60]アブー・ヌワースと三人の若衆とカリフとの物語（第

381～383 夜） 
[26]アブドル・マリクの御子ヒシャームと年若い牧人と

の物語（第 272 夜内） 
[61]アブドッラー・ブヌ・マアマルとバスラ男とその女

奴隷との話（第 383 夜内） 
[62]ウドラ族の恋人たちの話（第 383～384 夜） [27]アル・マハディーの子イブラーヒームの物語（第 272

～275 夜） [64]書塾での少年と少女との恋の話（第 384～385 夜） 
[65]アル・ムタラムミスとその妻との話（第 385 夜内） [28]アブドッラー・ブヌ・アビー・キラーバの物語（ま

たはアブドッラー・ブヌ・アビー・キラーバと円柱の都

イラムの物語）（第 275～279 夜） 
[68]アッ・ズバイルの子ムアブとタルハの娘アーイシャ

との話（第 386～387 夜） 
[69]アブル・アスワドがその女奴隷を歌った話（第 387
夜内） 

[34]ハーリド・イブン・アブドッラー・アル・カスリー

の物語（または恋人の名誉を救うため泥棒になりすまし

た若者の物語）（第 297～299 夜） [71]ハールーン・アル・ラシードと三人の女奴隷との話

（第 387 夜内） [35]バルマク家のジャアファルの寛仁さとそら豆売りの

物語（第 299 夜内） [72]粉屋とその妻との話（第 387～388 夜） 
[75]カリフ、アル・ハーキムとある商人との話（第 389
夜内） 

[37]バルマク家のヤフヤー・ブヌ・ハーリドの度量の広

い物語（第 305～306 夜） 
[76]キスラー（ホスロー）・アヌーシルワーン王と農家の

娘との話（第 389～390 夜） 
[38]ヤフヤー・ブヌ・ハーリドが自分の偽手紙を書いた

男に度量を示した話（第 306～307 夜） 
[77]水運びの男と金細工師の妻との話（第 390～391 夜） [39]カリフ、アルマームーンと異国の学者との物語（第

307～308 夜） [79]バルマク家のヤフヤー・ブヌ・ハーリドと貧乏男と

の話（第 391～392 夜） [44]犬の食べ残しを食べ、それがはいっていた黄金のさ

らを盗み取った男の物語（第 340～341 夜） [80]ムハンマド・アル・アミーンとシャアファル・ブヌ・

ムーサー・アル・ハーディとの話（第 392 夜内） [45]アレクサンドリアの詐欺師と警察長官との話（第 341
～342 夜） [81]サーイド・ブヌ・サーリム・アル・バーヒリーとバ

ルマク家の御曹子たちの話（第 392～393 夜） [46]アル・マリク・ウン・ナーシルと三人の警察長官の

物語（第 342～344 夜） [82]まんまと夫を騙した女の話（第 393～394 夜） 
[47]盗人と両替商との物語（第 344～345 夜） [83]信仰篤いイスラエルの女と邪悪な二老人との話（第

394 夜内） [48]クースの警察長官といかさま師との物語（第 345～
346 夜） [85]オマル・ブヌル・ハッターブと若い牧人との話（第

395～397 夜） [49]イブラーヒーム・イブヌル・マハディーとある商人

との物語（第 346～347 夜） [86]カリフ、アルマームーンとピラミッドとの話（第 397
～398 夜） [50]貧者に施しをして両手を国王のため斬られた女の話

（第 347～348 夜） [87]盗人と商人との話（第 398～399 夜） 
[89] カリフ、ハールーン・アル・ラシードと苦行修行の

その御子との話（第 401～402 夜） 
[51]信心家のイスラエルびとの話（第 348～349 夜） 
[52]アブー・ハッサーン・ウッ・ズィヤーディーとホラ

サーンの男との話（第 349～351 夜） [90]歌を聞いて恋をした書塾の教師の話（第 402～403
夜） [53]困った時の友は真の友という話（第 351 夜内） 
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[91]愚かな教師の話（第 403 夜内） 
[93]ある国王と操正しい女との離し（第 404 夜内） 
[94]アブドル・ラフマーン・アル・マグリビーが語った

巨鳥ルフの話（第 404～405 夜） 
[95]アディー・ブヌ・ザイドとアン・ヌウマーン王の娘

ヒンドとの話（第 405～407 夜） 
[96]ディビル・アル・フザーイーと女人ムスリム・ブヌ

ル・ワリードとの話（第 407 夜内） 
[97]モスルのイスハークと商人との話（第 407～409 夜） 
[98]三人の薄幸な恋人たちの話（または、老いた牧人の

語った恋の話）（第 409～410 夜） 
[99]タイイー部族の恋人たちの話（または、カーシム・

ブヌ・アディの伝えたある恋物語）（第 410～411 夜） 
[100]恋に気の狂った男の話（または、アブル・アッバー

ス・アル・ムバルラドが伝えた恋の物語）（第 411～412
夜） 
[101]イスラムに改宗した修道院長の話（または、アブ

ー・バクル・ブヌ・ムハマンド・アル・アンバーリーが

語ったアブドル・マシーフ・アル・ラーヒブの物語）（第

412～414 夜） 
[107]アリー・ブヌ・ムハンマド・ブヌ・アブドッラー・

ブヌ・ターヒルと女奴隷ムーニスとの話（第 424 夜内） 
[109]カイロの商人アリーの物語（またはバグダードの妖

怪屋敷）（第 424～434 夜） 
[110]メッカ巡礼の男と老女との話（第 434～436 夜） 
[112]死の天使とたかぶる王者と篤信家との話（第462夜） 
[113]死の天使と富める王者との話（第 462 夜～463 夜） 
[114]死の天使とイスラエルの民の王との話（第463～464
夜） 
[115]イスカンダル・ドゥル・カルナインと貧しい民との

話（またはイスカンダル・ドゥル・カルナインと貧に甘

んじている王者との話）（第 464 夜内） 
[116]アヌーシルワーンがその統治に対し正義を旨とし

た話（第 464～465 夜） 
[117]イスラエルの子孫たちの法官と信心深いその妻と

の話（第 465～466 夜） 
[118]乗船が難破した婦人の話（またはカアバの側の信心

深い女人と預言者の子孫のひとりとの話）（第 466～467
夜） 
[119]信心深い黒人奴隷の話（第 467～468 夜） 
[120]イスラエルの子らのうちのある信心深い男の話（ま

たは敬神家の木皿造り師とその妻との話）（第 468～470
夜） 
[121]ハッジャージ・ブヌ・ユースフと信心深い男との話

（第 470～471 夜） 
[122]火中に手を入れてもやけどせぬ敬神の鍛冶屋の話

（第 471～473 夜） 
[123]神が雲を駆使する力を授けたもうたある敬神家の

話（第 473～474 夜） 
[124]カリフ、オマル・ブヌル・ハッターブのある教友の

話（またはあるムスリムの戦士とクリスチャンの娘との

話）（第 474～477 夜） 
[125]イブラーヒーム・イブヌル・ハッワースとある王女

との話（またはクリスチャンの王女とあるムスリムとの

話）（第 477～478 夜） 
[126]ある預言者と神の正義についての話（第 478～479
夜） 
[127]ナイルの渡し守とある聖者との話（第 479 夜内） 
[128]ある島の王となった敬神家のイスラエル人の話（第

479～481 夜） 
[129]アブル・ハサン・アッ・ダルラージュと癩を病むア

ブー・ジャアファルとの物語（第 481～482 夜） 
[133]女たちのずるさとたくらみの物語（または七人の大

臣たちの物語）（第 578～606 夜） 
※枝話のうち３話のみ採用 

[135]クンダミルの王子のアジーブとガリーブの物語（第

624～680 夜） 
[138]フザイマ・ブヌ・ビシュルとイクリマ・アルファイ

ヤードの物語（第 683～684 夜） 
[139]書記ユーヌスと世継アルワリード・ブヌ・サフルの

物語（第 684～685 夜） 
[140]ハールーン・アッラシードと娘たちの物語（第 685
～686 夜）【cf.第 12 巻アル・ラシード】 
[141]ハールーン・アッラシードのご前での、三人の娘に

ついてのアルアスマイーの物語（第 686～687 夜） 
[142]アブー・イスハーク・イブラーヒーム・アルマウシ

リーと悪魔アブー・ムッラの物語（第 687～688 夜） 
[143]カリフ、ハールーン・アッラシードとジャミール・

ブヌ・アマアル・アルウズリーの物語（第 688～691 夜）

〔“ウドラ族の恋人たち”〕 
[144]ベドウィンがムアーウィアに訴えたマルワーン・ブ

ヌ・アルハカムの悪業の物語（第 691～693 夜）〔“ベド

ウィンとその忠実な妻”〕 
[145]フサイン・アルハリーウがハールーン・アッラシー

ドのご前でしたバスラの女の恋物語〔“バスラの恋人た

ち”〕（第 693～695 夜） 
[147]イブラーヒーム・ブヌ・イスハークと若者の物語（第

696～697 夜）〔“メディナの恋人たち”〕 
[153a]サイフ・アルムルークとバディーア・アルジャマ

ールの物語（第 758～778 夜） 
   ※（枠となる「商人ハサンの物語」の部分を「バ

スラのハサン」の頭に付けている） 
[159]バグダードの金持ちと奴隷娘の物語（第 896～899
夜） 
[160]インドの王ジュライアードと大臣シャンマースの

物語（第 899～930 夜） 
[164]エジプト領主アルハーシブの息子イブラーヒーム

の物語（第 952～959 夜）〔“イブラーヒームとジャミー

ラ”〕 
[167]アブド・アッラーフ・ブヌ・ファーディルと兄弟た

ちの物語（第 978～989 夜）
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【巻末資料５】    カルカッタ第二版における物語の切れ目一覧  
 

平凡社東洋文庫各収録話タイトルとの対照 

 
 1）カルカッタ第二版では、物語の切れ目がどのように示されているかを以下に掲げる。 
 2）第 1 夜以降は、めやすのために平凡社東洋文庫でのタイトルをまず掲げた。番号は本論文巻末 

資料１のものに対応。 
 3）日本語訳（隷書体）は訳者による 

4）※印は、必要に応じて付した観察事項。 
 

 
 

 

                                   الف ليلة و ليلآتاب
千夜一夜の書 

 
ملك ثهريار و اخيهية احك                   

     シャハリヤール王とその弟君の物語 

 
           ية الثورمع الحماراحك                     

                                     ...قال اعلمي
ロバと牡牛との物語 

彼（父大臣）は語った 

 

[1]「商人と魔王との物語」（第１～３夜） 

تاجلجر و الجنيحكاية ال  
商人とジンニーの物語 

 
[2]「漁夫と魔王との物語」（第 3～9 夜） 

اية الصيلدحك  
漁夫の物語 

 

[2a]「ユーナーン王の大臣の話」（第４～5 ） 夜

 حكاية وزير الملك يونان
ユーナーン王の大臣の物語 

       
[2aa]「シンディバード王の話」（第 5 夜）    

 حكاية الملك السندباد
シンドバード王の物語 

 

[2ab]「裏切りものの大臣の話」（第 5 ）   ～

  المحتالحكاية الوزير
あくどい大臣の物語 

 
    [2b]「石に化した王子の話」（第 7～）  

...قال الثاب     
青年は語り始めた  

※行中に記述。段落替えなし    
 

[3]「荷担ぎやと三人の娘の物語」（第 9夜～第 1 夜） 9

 حكاية الحمال و الثلث بنات
荷担ぎやと三人の娘の物語 

 
[3a]「第一の遊行僧の話」 

    و قالالقرندلي الاول    
第一の遊行僧は、そして語った    

※行中に記述。段落替えなし                
 

[3b]「第二の遊行僧の話」  

      ... و قالثاني و قبل الارضالقرندلي ال  تقدمثم
そのとき第二の遊行僧が来て床に接吻しそして語った     

※行中に記述。段落替えなし    
 

※以下の枝話（ [3ba]「嫉み男と嫉まれ男の話」・ [3c]「第三の遊

行僧の話」・[3d]「一番年長の娘の話」・[3e]「門番の女の話」）には

見出しなし 

    
[4]「三つの林檎の物語」（第 19～20 夜） 

...لملك قصي قصتك واعجلي فقالت زعموا يا ملك الزمانفقال ا  
そして王は言った、お前の物語を物語れ、急いでな、すると彼女は語

った、彼ら（人々）が述べる〔＝言い伝える〕ところによりますと、時世の

王さま……   
※行中に記述。段落替えなし・強調なし 

 
[4a]「大臣ヌールッ・ディーンとシャムスッ・ディーンの物語」

（第 20 夜～24 夜） 
 حكايت الوزير نور الدين و اجيه

ヌールッ・ディーン大臣とその弟の物語 

      
[5]「せむしの物語」（第 24 夜～34 夜） 

...  قالت بلغني ايها الملك السعيدكلذ  قال الملك و آيف آان  王が

言った、ではそれはどのようなものか、そして彼女は語った、私に（次の

ように）伝わっております、幸多き王さまよ、 
※行中に記述。段落替えなし・強調なし 
※枝話については一切見出しなし 

 
[6]「ヌールッ・ディーン・アリーとアニースッ・ジャリースの物語」

（第 34～38 夜） 
 باعجب من قصة الوزيرين و انيس الجليس قالت لها و و ليس هذا

  ... آيف ذلك قالت بلغني ايها الملك السعيد
でもこれは、二人の大臣とアニースッ・ジャリースの話ほどは面白く（＝

不可思議では）ありません、彼女（妹のドゥンヤザード）は言った、それ

はどんなふうですの、彼女（シャハラザード）は語った、私に（次のよう
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に）伝わっております、幸多き王さまよ、 
※行中に記述。段落替えなし・強調なし 

 
[7]「狂恋の奴隷ガーニム・イブン・アイユーブの物語（または商

人アイユーブとその息子ガーニムおよびその娘フィトナの物語）」

（第 38～45 夜） 

 آان  باعجب من حكاية التاجر و اولاده قال وآيفو ليس هذا
...بلغني ايها الملك السعيد ذلك قالت  

でもこれは、商人とその子供たちの物語ほどは面白く（＝不可思

議では）ありません、彼（王）は言った、それはどんなふうか、彼女

（シャハラザード）は語った、私に（次のように）伝わっております、

幸多き王さまよ、 

※行替えのみあり、段落替えなし・強調なし 
 

※以下の枝話（ [7a]「黒奴ブハイトの因果話」（第 39 夜内）・ 

[7b]「黒奴カーフールの因果話」（第 39～40 夜））には見出しな

し 

 
[8]「オマル・ブヌ・アン・ヌウマーン王とそのふたりの御子シャ

ルカーンとダウール・マカーン、そしてこの人たちに起こった驚

異・珍奇な物語」（第 45～145 夜） 
 باعجب من حكاية الملك عمر بن النعمان و و ليس هذا          

ب عجائ لهم من الىولده شرآان و ولده ضوء المكان و ما جر
بلغني ايها الملك  قالت الغرائب قال الملك و ما حكايتهمو

...السعيد  
／ でもこれは、オマル・ブヌ・アン・ヌウマーン王とその御子シ

ャルカーンとその御子ダウール・マカーン、そしてこの人たちに

起こった驚くべきこと、珍奇なことの物語ほどは面白く（＝不可

思議では）ありません、彼（王）は言った、彼らの物語とは何か、

彼女（シャハラザード）は語った、私に（次のように）伝わってお

ります、幸多き王さまよ 

※行替えのみあり、段落替えなし・強調なし 
  
※以下の枝話（ [8a]「タージル・ムルークとドゥンヤー姫の

物語」（第 107－137 夜）・ [8aa]「アジーズとアジーザの話」

（第 112～129 夜）・ [8b]「ハシーシュ食いの話」（第 142～
143 夜）・ [8c]「牧人ハンマードの話」（第 144 夜内））には

見出しなし 
 
※オマル・ブヌ・アン・ヌウマーン王の物語の結末とともに第 145
夜が終わり、第 146 夜は（前夜末の王からのリクエストによる）

新たな物語によって開始 
[9]「鳥獣と人間との物語」（第 146～147 夜） 

فلما آانت الليلة السادسة والاوبعون بعد المائة            
 انه آان في قديم الزمان و سالف بلغني أيها الملك السعيد قالت

...العصر والاوان  
そして第 146 夜になると 

彼女は語った、私に（次のように）伝わっております、幸多き王さまよ、

昔々はるか遠い昔のこと…… 

 

[10]「聖者と鳩との物語」（第 147～第 148 夜） 
وورد                             

...ان  
また言い伝えられています 

 

[11]「水禽とカメとの物語」（第 148 夜内） 

... ايها الملك انزعموا  
彼ら（人々）は次のように述べました、王さまよ…… 

※行替えのみあり、段落替えなし・強調なし 
 

[12]「狼と狐との物語」（第 148～150 夜） 
   لمعا                                      

...ايها الملك ان  
伝えられているところでは 

王さまよ…… 

   
  ※以下の枝話（ [12a]「タカとウズラとの話」（第 149～150 夜）） 

には見出しなし 

  

[13]「ネズミとイタチとの物語」（第 150 夜内） 

و مما يحكي                                      
...ان  

さらに語り伝えられるところによると… 

 
[14]「カラスと猫との物語」（第 150 夜内） 

يبلغن                                         
...نا  

私(＝シャハラザード)に伝わっているところでは…… 

 

[15]「狐とカラスとの物語」（第 150～152 夜） 

و حكى                                         
...نا  

  また（次のように）語り伝えられきました 

 

[15a]「ノミとネズミとの話」（第 150～151 夜） 

زعموا                                                                          
   ...ان

 彼ら（人々）は述べました 
〔＝人々が言い伝えるところによりますと〕 

※狐の語った台詞 

      
[15b]「タカと肉食鳥どもとの話」（第 151～152 夜） 

 فقال الغراب
زعموا                                            

   ...ان 
するとカラスは言いました 

彼ら（人々）は述べました〔＝人々が言い伝えるところ

によりますと〕 
※カラスの語った台詞 

 

[15c]「スズメとワシとの話」（第 152 夜内）      
 فقال الغراب

  بلغني                           
...ان    

するとカラスは言いました 

私(カラス)に伝わっているところによると 

 



 523

[16]「ハリネズミとキジ鳩との物語」（第 152 夜内） 
 قالت

             و يحكى        
...ان  

彼女（シャハラザード）は語りました 

次のように語り伝えられております 

 

[16a]「商人とふたりの詐欺師との話」 
  قال

              بلغني         
...ان  

彼（キジ鳩）は語りました 

私に伝わっているところによると…… 

 

[17]「盗人と猿との物語」（第 152 夜内） 
 قالت

          بلغني         
...ان  

彼女（シャハラザード）は語りました 

私に伝わっているところによると…… 

 

[17a]「愚かな織匠の話」（第 152 夜内） 

 قالت
            بلغني        

...ان  
彼女（中身を見ないで布を買った男の妻）は語りました 

私に伝わっているところによると…… 

      
 

[18]「孔雀とスズメとの物語」（第 152 夜内）：切れ目なし 
 

 

[19]「アリー・ビン・バッカールとシャムス・ウン・ナハールと

の物語」（第 153～170 夜） 

و ادرك     ... فقال الملك يا شهرذاد زيديني من هذا الحديث
 شهرزاد الصباح فسكتت عن الكلام المباح  

 فلما آانت الليلة الثالثة والخمسون بعد المائة
 آان في قديم الزمان و سالف بلغني أيها الملك السعيدقالت 

...العصر والاوان  
王は言った、のおシャハラザードよ、こういった話をもっと私に語っ

てくれ〔……〕そこでシャハラザードは朝に気づき許されていた物

語をやめた 

そして第 153夜になると 

彼女は語った、私に次のように伝わっております、幸多き王さまよ、

昔々はるか遠い昔のこと…… 

  
 

[20]「カマル・ウッ・ザマーンの物語（またはシャハリマーン王

とその子カマル・ウッ・ザマーンとの物語）」（第 170～249 夜） 
كها الملوليس هذا باعجب من حديث الملك شهرمان قال ل  

عن الكلام  و ادرك شهرزاد الصباح فسكتت آيف آان ذلك و
 المباح

فلما آانت الليلة الموفية السبعين بعد المائة        
العصر  سالفسعيد آان في قديم الزمان وبلغني أيها الملك القالت 

...والاوان  
けれどこれもシャハリマーン王の話に比べたら不可思議ではありません、

そこで王は言った、ではそれはどんなものか、そこでシャハラザードは

朝に気づき許されていた物語をやめた 

そして第 170夜になると 

彼女は語った、私に次のように伝わっております、幸多き王さまよ、

昔々はるか遠い昔のこと…… 

 
[20a]「ニイマ・ビン・アル・ラビーとその女奴隷ヌウムとの物語」

（第 237～247 夜）  

 حكاية نعمة بن الربيع و نعم جاريته
قال بهرام    

ニイマ・ビン・アル・ラビーとその女奴隷 
ヌウムとの物語 

バハラームは語った 

 
 

[21]「アラーッ・ディーン・アブーッ・シャーマートの物語（ほくろの

アラディン物語）」（第 249～269 夜） 

ملك ليست هذه الحكاية قالت ايها ال  
 حكاية علاء الدين

 باعجب من حكاية علاء الدين ابى الشامات قال وما حكاية علاء
  آان في انهبلغني أيها الملك السعيد الدين ابى الشامات قالت 

  ... قديم الزمان و سالف العصر والاوان
そこで彼女は語った、王さま、この物語は 

アラーッ・ディーンの物語 

アラーッ・ディーン・アブーッ・シャーマートの物語に比べたら不可思議

ではありません、彼（王）は語った、アラーッ・ディーン・アブーッ・シャー

マートの物語とはどのようであるか、彼女は語った、私に次のように伝

わっております、幸多き王さまよ、昔々はるか遠い昔のこと…… 

 
※カルカッタ第二版の 262 夜から 278 夜までは、平凡社版では一

夜ずつ夜の番号を下げている（261 夜が抜けて、260 夜のあと 262
夜に飛んでいるための不備を調整した結果） 
 
[22]「ハーティム・ウッ・ターイーの物語」（第 269～270 夜） 

وي رمنها ماواما حكايات الكرام فانها آثيرة جدا   
ئيحكاية حاتم الطا  

...عن آرم حاتم الطائي  
また寛容な人たちの物語はまことにたくさんありますが、そうしたなかに 

ハーティム・ウッ・ターイーの物語 

ハーティム・ウッ・ターイーの寛容さについて語られた（誰かが語った）も

のがございます 

 
[23]「マアン・ブヌ・ザーイダの物語」（第 270～271 夜） 

ضا ايو من حكايات الكرام  
ةدائحكاية معن بن ز  

...ما يروى عن معن بن زائدة  
そして寛容な人たちの物語の中にはまた 

マアン・ブヌ・ザーイダの物語 

（もございます）マアン・ブヌ・ザーイダについて伝えられたところで
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は 

 
[24]「マアン・ブヌ・ザーイダと遊牧の民の物語」（第 271 夜内） 

...يل ان معن بن زائدةقو  
語られたところでは、マアン・ブヌ・ザーイダは 

※行替えなし、見出しなし（直接連続） 
 
[25]「ラブタイトの町の物語（またはレプタの町の物語）」（第 271

～272 夜） 

 و بلغني أيها الملك السعيدان
 حكاية بلدة لبطيط

私に伝わっております、幸多き王さまよ、 

ラブタイトの町の物語（が） 

 
[26]「アブドル・マリクの御子ヒシャームと年若い牧人との物語」

（第 272 夜内） 

  ايضاومما يحكى
بية هشام بن عبد الملك مع صبي العرحكا  

  ...ان
そしてさらにまた次のように伝えられております 

アブドル・マリクの御子ヒシャームと 

遊牧民の青年との物語 

 
[27]「アル・マハディーの子イブラーヒームの物語」（第 272～275

夜） 

 و من لطيف الحكايات
مهديحكاية ابراهيم بن ال  

...ان  
また魅力的な物語たちのなかには 

アル・マハディーの子イブラーヒームの物語 

（があります。それは……） 
 

[28]「アブドッラー・ブヌ・アビー・キラーバの物語（またはア

ブドッラー・ブヌ・アビー・キラーバと円柱の都イラムの物語）」

（第 275～279 夜） 

 وحكى
 حكاية عبد االله بن ابي قلابة

...  نا  
また語り伝えられております 

アブドッラー・ブヌ・アビー・キラーバの物語 

（このように……） 

 
[29]「モスルのイスハークの話」（第 279～282 夜） 

ا يحكى ومم  
 حكاية اسحق الموصلي 

... ان  
また語り伝えられているところでは 

モスルのイスハークの話 

 

[30]「屠殺場の掃除夫とある貴婦人との話」（第 282～285 夜） 

 ومما يحكى
また語り伝えられているところでは 

 

[31]「カリフ、ハールーン・アル・ラシードと、にせカリフ（または第

二のカリフ）との物語」（第 285～294 夜） 

رون الرشيد آع الخليقة الثاني احكاية الخليقة م  
...نا  يحكىومما  

        カリフ、ハールーン・アル・ラシードと 

第二のカリフの物語 

また語り伝えられているところでは…… 

 
[32]「ペルシア人アリーの物語」（第 294～296 夜） 

 ومما يحكى
...ايضا ان  

また語り伝えられているところでは 
さらにまた…… 

 
[33]「カリフ、ハールーン・アル・ラシードと女奴隷、そしてアブー・

ユースフ大師の物語（またはイマーム・アブー・ユースフがどうしてカ

リフ、ハールーン・アル・ラシードとその大臣ジャアファルとを窮地か

ら救い出したかという物語）」（第 296～297 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 

 
[34]「ハーリド・イブン・アブドッラー・アル・カスリーの物語（また

は恋人の名誉を救うため泥棒になりすました若者の物語）」（第297～299

夜） 

وحكاية خالد بن عبد الله القشيري  
 مما يحكى

...ان  
ハーリド・イブン・アブドッラー・アル・ 

カシュイリーの物語 

また語り伝えられているところでは 

 
[35]「バルマク家のジャアファルの寛仁さとそら豆売りの物語」（第 299

夜内） 

 ومما يحكى
  البرمكي مع بائع الفولحكاية آرم جعفر

...نا  
また語り伝えられているところでは 

  バルマク家のジャアファルの寛仁さと 

そら豆売りの物語 
 
[36]「ものぐさのアブー・ムハンマドの話」（第 299～305 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
 
[37]「バルマク家のヤフヤー・ブヌ・ハーリドの度量の広い物語」（第

305～306 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
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[38]「ヤフヤー・ブヌ・ハーリドが自分の偽手紙を書いた男に度

量を示した話」（第 306～307 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 

[39]「カリフ、アルマームーンと異国の学者との物語」（第 307～

308 夜） 

 وروي
...ان  

また伝えられているのは 
 
[40]「アリー・シャールとズムッルドとの物語」（第 308～327 夜） 

 وحكي
...انه  

また語り伝えられてきたのは 

 
[41]「ジュバイル・ブヌ・ウマイルとブドゥールとの恋物語」（第

327～334 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[42]「ヤマンのそれがしと六人の女奴隷の物語（またはカリフ、

アル・マームーンの御前でバスラのムハンマドの物語った六人の

女奴隷の品定めの話）」（第 334～338 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[43]「ハールーン・アル・ラシードとある女奴隷とアブー・ヌワ

ースとの物語」（第 338～340 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[44]「犬の食べ残しを食べ、それがはいっていた黄金のさらを盗

み取った男の物語」（第 340～341 夜） 

حكىومما ي  
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[45]「アレクサンドリアの詐欺師と警察長官との話」（第 341～342

夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[46]「アル・マリク・ウン・ナーシルと三人の警察長官の物語」（第

342～344 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 

 
※以下の枝話（[46a]カイロの警察長官の話・[46b]ブーラークの

警察長官の話・ [46c]古カイロの警察長官の話）には見出しなし 

 
[47]「盗人と両替商との物語」（第 344～345 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 

[48]「クースの警察長官といかさま師との物語」（第 345～346 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[49]「イブラーヒーム・イブヌル・マハディーとある商人との物語」（第

346～347 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[50]「貧者に施しをして両手を国王のため斬られた女の話」（第 347～

348 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[51]「信心家のイスラエルびとの話」（第 348～349 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[52]「アブー・ハッサーン・ウッ・ズィヤーディーとホラサーンの男と

の話」（第 349～351 夜） 

 ومما يحكى
...انا ابا حسان الزيادي قال  

また語り伝えられているところでは 
わたくし――とアブー・ハッサーン・ウッ・ズィヤーディーは語った――

は…… 

 
[53]「困った時の友は真の友という話」（第 351 夜内） 

مما يحكىو  
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[54]「貧乏してのち、また金持ちとなった富人の話（または運命に背か

れ極貧となった富人の話）」（第 351～352 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[55]「カリフ、アル・ムタワッキルと女奴隷マハブーバとの物語」（第

352～353 夜） 
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 ومما يحكى
...هان  

また語り伝えられているところでは 
 
[56]「屠殺人ワルダーンと美女と熊との物語」（第 353～第 355 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[57]「王女と猿との物語」（第 355～357 夜）  

 ومما يحكى
...ايضا انه  

また語り伝えられているところでは 
さらにまた…… 

 
[58]「黒檀の馬の物語」（第 357～371 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[59]「ウンス・ル・ジュードとアル・ワルド・フィール・アクマ

ームとの物語」（第 371～381 夜） 

 ومما يحكى
...ايضا انه  

また語り伝えられているところでは 
さらにまた…… 

 
[60]「アブー・ヌワースと三人の若衆とカリフとの物語」（第 381

～383 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[61]「アブドッラー・ブヌ・マアマルとバスラ男とその女奴隷と

の話」（第 383 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[62]「ウドラ族の恋人たちの話」（第 383～384 夜） 

 ومما يحكى
...هان  

また語り伝えられているところでは 
 
[63]「ヤマンの大臣とその弟君との話（またはヤマンの大臣バド

ル・ウッ・ディーンとその弟、および弟の師匠の話）」（第 384 夜

内） 

 ومما يحكى
...ايضا ان  

また語り伝えられているところでは 
さらにまた…… 

 
[64]「書塾での少年と少女との恋の話」（第 384～385 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[65]「アル・ムタラムミスとその妻との話」（第 385 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[66]「カリフ、ハールーン・アル・ラシードと泉水の中のズバイダ正妃

との話」（第 385～386 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[67]「ハールーン・アル・ラシードと三人の詩人との話」（第 386 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[68]「アッ・ズバイルの子ムスアブとタルハの娘アーイシャとの話」（第

386～387 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[69]「アブル・アスワドがその女奴隷を った話」（第 387 夜内） 歌

 و بلغني
...ان   

また私に伝わっております 

 
[70]「ハールーン・アル・ラシードと二人の女奴隷との話」（第 387 夜

内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[71]「ハールーン・アル・ラシードと三人の女奴隷との話」（第 387 夜

内） 

 وحكي
...ايضا ان  

また語り伝えられてきたのは 
さらにまた…… 

 
[72]「粉屋とその妻との話」（第 387～388 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
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[73]「うつけ者と詐欺師との話」（第 388 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[74]「カリフ、ハールーン・アル・ラシードとズバイダ正妃との

話（または法官アブー・ユースフとズバイダ正妃との話）」（第 388

～389 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[75]「カリフ、アル・ハーキムとある商人との話」（第 389 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[76]「キスラー（ホスロー）・アヌーシルワーン王と農家の娘との

話」（第 389～390 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[77]「水運びの男と金細工師の妻との話」（第 390～391 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[78]「ホスロー大王とシーリーンと漁師との話」（第 391 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[79]「バルマク家のヤフヤー・ブヌ・ハーリドと貧乏男との話」（第

391～392 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[80]「ムハンマド・アル・アミーンとシャアファル・ブヌ・ムー

サー・アル・ハーディとの話」（第 392 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[81]「サーイド・ブヌ・サーリム・アル・バーヒリーとバルマク

家の御曹子たちの話」（第 392～393 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[82]「まんまと夫を騙した女の話」（第 393～394 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[83]「信仰篤いイスラエルの女と邪悪な二老人との話」（第 394 夜内） 

 ومما يحكى
...هان  

また語り伝えられているところでは 
 
[84]「カリフ、ハールーン・アル・ラシードとジャアファルと遊牧の老

人との話」（第 394～395 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[85]「オマル・ブヌル・ハッターブと若い牧人との話」（第 395～397 夜） 

 وحكي
...الشريف حسين بن ريان ان  

また〔次のように〕語った 

かのシャリーフ、フサイン・ブヌ・ライヤーンが 

〔＝また、かのシャリーフが語ったところによると〕 

 
[86]「カリフ、アルマームーンとピラミッドとの話」（第 397～398 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[87]「盗人と商人との話」（第 398～399 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[88]「マスルールとイブヌル・カーリビーとの話（またはカリフ、ハー

ルーン・アル・ラシードとイブヌル・カーリビー）」（第 399～401 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[89] 「カリフ、ハールーン・アル・ラシードと苦行修行のその御子と

の話」（第 401～402 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[90]「歌を聞いて恋をした書塾の教師の話」（第 402～403 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[91]「愚かな教師の話（第 403 夜内）」 
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 ومما يحكى
また語り伝えられているところでは 

 
[92]「読み書きを知らぬ教師の話」（第 403～404 夜） 

 وحكى ايضا
...ان   

さらにまた語り伝えられてきたのは 

 
[93]「ある国王と操正しい女との話」（第 404 夜内） 

 وحكى 
...ان   

また語り伝えられてきたのは 

 
[94]「アブドル・ラフマーン・アル・マグリビーが語った巨鳥ル

フの話」（第 404～405 夜）） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[95]「アディー・ブヌ・ザイドとアン・ヌウマーン王の娘ヒンド

との話」（第 405～407 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[96]「ディビル・アル・フザーイーと女人ムスリム・ブヌル・ワ

リードとの話」（第 407 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[97]「モスルのイスハークと商人との話」（第 407～409 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[98]「三人の薄幸な恋人たちの話（または、老いた牧人の語った

恋の話）」（第 409～410 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[99]「タイイー部族の恋人たちの話（または、カーシム・ブヌ・

アディの伝えたある恋物語）」（第 410～411 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[100]「恋に気の狂った男の話（または、アブル・アッバース・ア

ル・ムバルラドが伝えた恋の物語）」（第 411～412 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[101]「イスラムに改宗した修道院長の話（または、アブー・バクル・

ブヌ・ムハマンド・アル・アンバーリーが語ったアブドル・マシーフ・

アル・ラーヒブの物語）」（第 412～414 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[102]「アブー・イーサーと女奴隷クルラトル・アインの恋物語」（第

414～418 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 

[103]「アル・アミーンとその叔父イブラーヒーム・イブヌル・マハデ

ィーとの話」（第 418～419 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[104]「カリフ、アル・ムタワッキルとアル・ファトフ・ブヌ・ハーカ

ーンとの話」（第 419 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[105]「美男と美女との優劣についてある女流学者が論争した話（また

はハマーの町の女説教師の話）（第 419～423 夜）」 

يحكىومما   
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[106]「アブー・スワイドときれいな老女との話」（第 423～424 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[107]「アリー・ブヌ・ムハンマド・ブヌ・アブドッラー・ブヌ・ター

ヒルと女奴隷ムーニスとの話」（第 424 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[108]「二人の女とその恋人たちとの話」（第 424 夜内） 

 وقال
...ابوالعيناء  

また物語ったところでは 

アブー・アイナーが。…… 

 
[109]「カイロの商人アリーの物語（またはバグダードの妖怪屋敷）」（第

424～434 夜） 

 ومما يحكى
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...هان  
また語り伝えられているところでは 

 
[110]「メッカ巡礼の男と老女との話」（第 434～436 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[111]「奴隷タワッドゥドの物語」（第 436～462 夜） 

 ومما يحكى
...هان  

また語り伝えられているところでは 
 
[112]「死の天使とたかぶる王者と篤信家との話」（第 462 夜） 

  يحكىومما
...انهايها الملك السعيد   

また語り伝えられているところでは 
幸多き王よ 

 
[113]「死の天使と富める王者との話」（第 462 夜～463 夜） 

  حكىو
...ان   

また語り伝えられてきたのは 

 
[114]「死の天使とイスラエルの民の王との話」（第 463～464 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[115]「イスカンダル・ドゥル・カルナインと貧しい民との話（ま

たはイスカンダル・ドゥル・カルナインと貧に甘んじている王者

との話）」（第 464 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[116]「アヌーシルワーンがその統治に対し正義を旨とした話」（第

464～465 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[117]「イスラエルの子孫たちの法官と信心深いその妻との話」（第

465～466 夜） 

 ومما يحكى
...هان  

また語り伝えられているところでは 
 
[118]「乗船が難破した婦人の話（またはカアバの側の信心深い女

人と預言者の子孫のひとりとの話）」（第 466～467 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[119]「信心深い黒人奴隷の話」（第 467～468 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[120]「イスラエルの子らのうちのある信心深い男の話（または敬神家

の木皿造り師とその妻との話）」（第 468～470 夜） 

 ومما يحكى
...هان  

また語り伝えられているところでは 
 
[121]「ハッジャージ・ブヌ・ユースフと信心深い男との話」（第 470～

471 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[122]「中に手を入れてもやけどせぬ敬神の鍛冶屋の話」（第 471～473

夜） 

  يوحك
...ان   

また語り伝えられてきたのは 

 
[123]「神が雲を駆使する力を授けたもうたある敬神家の話」（第 473～

474 夜） 

 وحكى 
...ان   

また語り伝えられてきたのは 

 
[124]「カリフ、オマル・ブヌル・ハッターブのある教友の話（または

あるムスリムの戦士とクリスチャンの娘との話）」（第 474～477 夜） 

 وحكى 
...ان   

また語り伝えられてきたのは 

 
[125]「イブラーヒーム・イブヌル・ハッワースとある王女との話（ま

たはクリスチャンの王女とあるムスリムとの話）」（第 477～478 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[126]「ある預言者と神の正義についての話」（第 478～479 夜） 

 وحكى 
... ان  

また語り伝えられてきたのは 

 
[127]「ナイルの渡し守とある聖者との話」（第 479 夜内） 

 ومما يحكى
...ان  
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また語り伝えられているところでは 
 
[128]「ある島の王となった敬神家のイスラエル人の話」（第 479

～481 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[129]「アブル・ハサン・アッ・ダルラージュと癩を病むアブー・

ジャアファルとの物語」（第 481～482 夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[130]「 蛇

くちなわ

の女王の物語（またはハーシブ・カリーム・ウッ・デ

ィーンの物語）」（第 482～536 夜） 

 ومما يحكى
...هنا  

また語り伝えられているところでは 
 

※以下の枝話（ [130a]「ブルーキーヤーの話」（第 486～
498〔･531〕夜）・[130aa]「ジャーン・シャーの話」（第

499～531 夜））には見出しなし 
 

[131]「海のシンドバードと陸のシンドバードとの物語」（第 536

～566 夜） 

شعرزاد بنت الوزير من الليالي بعد الخمسمائة ستا وثاثون...  
ن حكاية حاسب آريم الدين قالت و ايس هذا باعجب م و آمرت 

  آيف ذلكو حكاية السندباد قال
 قالت بلغني

...نها  
〔……〕大臣の娘シャハラザードは 536 夜にハーシブ・ カリーム・ウッ・

ディーンの物語を終えて、言った、これはシンドバードの物語に比べ

たら不可思議ではありません、彼（王）は言った、それはどんなふうじ

ゃ 

彼女は語った、私に伝わっているところでは 

 
[131a]「海のシンドバードの第一航海の話」（第 538～542

夜） 

 الحكاية الاولى
第一の物語 

 
[131b]「海のシンドバードの第二航海の話」（第 542～546

夜） 

رة الثانيةفحكاية الس  
第二の旅の物語 

 
[131c]「海のシンドバードの第三航海の話」（第 546～550

夜） 

رة الثالثة السفحكاية  

第三の旅の物語 

 
[131d]「海のシンドバードの第四航海の話」（第 550～556 夜） 

حكاية الرابعةال  
第四の物語 

 
[131e]「海のシンドバードの第五航海の話」（第 556～559 夜） 

 الحكاية الخامسة
第五の物語 

 
[131f]「海のシンドバードの第六航海の話」（第 559～563 夜） 

رة السادسةسفال   
第六の旅 

 
[131g]「海のシンドバードの第七航海の話」（第 563～566 夜） 

رة السابعة السفحكاية  
第七の旅の物語 

 
[132]「黄銅城の物語」（第 566～578 夜） 

 وبلغني ايضا
...نها  

 さらにまた私に伝わっているところでは 

 
[133]「女たちのずるさとたくらみの物語（または七人の大臣たちの物

語）」（第 578～606 夜） 

 وقد بلغنا ايضا
...نها  

さらにまた私どもにすでに伝わっているところでは 

 
[133a]「ある国王とその大臣の妻との話」（第 578～579 夜） 

وزير قال نعملفقال و هل بلغك شئ من آيد هن ايها ا  
  الملكبلغني ايضا

...لنه  
すると彼（王）は、彼女たち（妻たち、女性たち）の悪巧みについ

て何かお前に伝わった（お前は聞き及んだ）ことがあるか、大臣

よ、彼（大臣）は言った、はい、 

   私（大臣）に伝わっているところでは 

さらにまた、王さま 

 

[133b]「ある商人とおうむとの話」（第 579 夜内） 

  وبلغني ايها الملك ايضا  
...نها  

さらに私に伝わっているところでは 

また、王さまよ 

※私＝大臣と推察される 
 

[133c]「洗い張りやとその息子との話」（第 579～580 夜） 

د بلغنيقف  
...نها  
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   また私にすでに伝わっているところでは 

※「私」＝女奴隷と推察される 
 

[133d]「道楽ものと貞節な妻女との話」（第 580 夜内）） 

 قالت
 وآذلك بلغني

...من آيد الرجال ان  
彼女（女奴隷）は語った、 

   また同様に私に伝わっているところでは 

    男たちの悪巧みについてですが、 

 

[133e]「けちな男と二塊のパンの話」（第 580～581 夜） 

قال بلغني ايها الملك      
...نها  

彼（第二の大臣）は語った、私に 

伝わっているところでは、王さまよ 

 

[133f]「女とその二人の情人との話」（第 581 夜内） 

 وبلغني ايها الملك من آيد النساء
...نا  

さらに女たちの悪巧みについて私に 

伝わっているところでは、王さまよ 

※「私」＝第二の大臣と推察される 
 

[133g]「ある王子とグーラ（鬼女）との話」（第 581～582

夜） 

شيد  الرأي الر يد ذوالملك السعالت بلغني ايها  ق   
...نا  

彼女（女奴隷）は語った、私に伝わって 

いるところでは、幸多く正しい分別の 

持ち主である王さまよ 

 

[133h]「一滴の蜂蜜の話」（第 582 夜内） 
 على قطرة بلغني ان اهل قريتين افنوا بعضهم

م ايها الملكلسل فقال له الملك و آيف ذلك فقال اعع  
بلغنيانه                    

...نا  
私（第三の大臣）に伝わっているところでは、二つの村の住

民たちが一滴の蜂蜜のためにお互い殺しあったのです、す

るとそれに対し王は言った、それはどういうことだ、すると彼

は言った、王さまお知りおきください 

     私（第三の大臣）に伝わっているところでは 

 
[133i]「おのが亭主に土砂を篩

ふるい

いわけさせた女の話」（第

582 夜内） 

وقد بلغني ايها الملك من جملة آيد النساء    
...نا  

さらに女たちのあまたの悪巧みについて 

すでに私（第三の大臣）に伝わっている 

ところでは、王さまよ 

 

[133j]「魔法の泉の話」（第 582～584 夜） 

 فقالت له الجارية
 بلغني ايها الملك 

...نها  
すると女奴隷は彼（王）に語った 

私に伝わっているところでは、王さまよ 

 

[133k]「浴場主とその妻の話」（第 584 夜内） 

 فقال له الوزير
 بلغني ايها الملك 

...نا  
すると大臣は彼（王）に語った 

私に伝わっているところでは、王さまよ 
※「大臣」・「私」＝第四の大臣と推察される 

 

[133l]「美女と放蕩者の話」（第 584～586 夜） 

  وبلغني ايضا  
ية اخرى قال له الملكا من آيد النساء حكايها الملك  

...  و ما بلغك فقال له بلغني ايها الملك ان  
さらにまた私に伝わっているところでは 

王さまよ女たちの悪巧みについて別の物語があります、それに

対し王は言った、何がお前に伝わっているのだ、すると彼は王

に言った、王さまよ私に伝わっているところでは…… 

※「私」＝第四の大臣と推察される 
 

[133m]「金細工師と絵に描かれた乙女の話」（第 586～587 夜） 

ما سمعت ايها الملك حديث الصائغ مع الجارية فقالا  
فقالت له لها الملك ماجري منهما يا جارية   

بلغني ايها الملك السعيد            
...نها  

ところで王さま、金細工師と女奴隷との話をお聞きになったことは

ありませんか、すると王は彼女に言った、何がその二人に起こっ

たのか女奴隷よ、すると彼女（女奴隷）は彼（王）に語った 

私（女奴隷）に伝わっているところ 

では、幸多き王さまよ 

 

[133n]「一生涯笑わなかった男の話」（第 587～591 夜） 

يضحك بقية عمرهواخاف عليك ان تندم ندامة الرجل الذي لم   
   قالذلك ايها الوزير  فقال له الملك و آيف

بلغني ايها الملك                 
...نها  

私はあなた（王さま）が生涯一度も笑わなかった男のした後悔と

同じ後悔をするのを恐れているのです、すると彼に王は言った、

それはどんなことだ大臣よ、彼（大臣）は語った 

私に伝わっているところでは、王さまよ 



 532

※「私」＝第五の大臣と推察される 
 

[133o]「ある王子と商人の妻の話」（第 591～592 夜） 

 فقالت
     بلغني ايها الملك السعيد         

...نها  
すると彼女（女奴隷）は語った 

私（女奴隷）に伝わっている 

ところでは、幸多き王さまよ 

 

[133p]「買われた奴隷と優雅な男の妻の話」（第 592～593

夜） 

    ا ايها الملك و بلغني ايض        
...نا  

     さらにまた私（女奴隷）に伝わって 

    いるところでは、王さまよ 

 

[133q]「国の高官らを手玉にとった女の話」（第 593～596

夜） 

 فقال الوزير
 بلغني ايها الملك 

...نا  
すると大臣は語った 

私（第六の大臣）に伝わっている 

ところでは、王さまよ 

 
[133r]「聖断の夜に三つの願いをかけた男の話」（第 596

夜内） 

 وقد بلغني ايضا 
...نها  

さらにまた、すでに私に伝わって 

いるところでは、 

※「私」＝第六の大臣と推察される 
 

[133s]「風呂番女を懲らしめて後悔した王の話」（第 596

～597 夜） 

ندم الملك على عذاب حارسة الحمام  فتندم آل الندم آما
الملك و آيف آان ذلك فقالت له الجارية فقال لها  

   بلغني ايها الملك               
...نا  

そしてあとであなたさま（王）は浴場の女見張り番を懲らし

めたことで後悔した王の後悔と同じ後悔をするでしょう、す

ると王は彼女に言った、それはどんなことか、そこで女奴隷

は彼に語った 

私（女奴隷）に伝わっている 

ところでは、王さまよ 

 
[133t]「雌雄二羽のハトの話」（第 597 夜内） 

و بلغني ايضا                

...ناايها الملك من آيد الرجال    
さらにまた私（女奴隷）に 

伝わっているところでは 
王さまよ、男たちの悪巧みについてですが 

 

[133u]「アッダトマー姫とペルシア王子の話」（第 597～598 夜） 

     و بلغني ايضا               
رجال النساء حكاية اعجب من هؤلاء آاهممن آيد ال  

...نا  فقال لها الملك هات مامعك فقالت ايها الملك  
     さらにまた私（女奴隷）に 

     伝わっているところでは 

女に対する男たちの悪巧みについてこれまでの物語たちよりも

一層不可思議な物語があります、すると王さまは彼女に向かって、

お前の聞いたところを話すように言った、そこで彼女は語った、

王さまよ 

 

[133v]「老婆と商人の息子の話」（第 598～602 夜） 

العجوز و ولد التاجر فقال له الن ذلك حديث و قد بلغني م
  فقال له الوزيرو آيف آان ذلك يا وزير ملك

   بلغني ايها الملك              
...ان  

すでにそうしたもののなかでも老婆と商人の息子の話が私に伝

わっております、すると彼に向かって王は、大臣よそれはどんな

ものかと言った 

        私（第七の大臣）に伝わっている 

ところでは、王さま 

 
[133w]「散策に出たある王子と魔物の話」（第 602～603 夜） 

م قال الوزيرث  
  فقد بلغني ايضا              

...ناايها الملك   
すると大臣は語った 

                また私（第七の大臣）にすでに 

            伝わっているところでは 

王さまよ 

 
[133x]「盲目の老人と三歳と五歳の少年の話」（第 603～606 夜） 

 فقال لهم ابن الملك
  بلغني                  

...نها  
そこで彼らに向かって王子は語った 

          私（王子）に伝わっているところでは 

 
※平凡社東洋文庫では見出しにとっていない（第 605 夜） 

 ثم قال ابن الملك و اما ابن الخمس سنين فانه
  بلغني ايها الملك              

...ان  
そこで王子は五歳の息子について語った 
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私（王子）に伝わっているところでは、王さまよ 

 
[134]「商人ウマルと三人の息子、サーリムとサリームとジャウダ

ルの物語」（第 606～624 夜） 

جارية و هذا آخر ما انتهى الينا من قصة الملك وولده وال  
 والوزراء السبعة

وبلغني ايضا   
...ان  

これがある王と王子と女奴隷と七人の大臣の物語として 私たちに

伝わっているものの終わりです 

さらにまた私（シャハラザード）に 

伝わっているところでは 
 
[135]「クンダミルの王子のアジーブとガリーブの物語」（第 624

～680 夜） 

بالتمام والكمال ى الينا من حكاية جودرو هذا ما انته  
  وبلغني ايضا

...هان  
これがジャウダルの物語として私たちに伝わっているものの一部始

終です 

さらにまた私に伝わっているところでは 
 
[136]「アブド・アッラーフ・ブヌ・アマアル・アルカイシーとオ

トバ・ブヌ・アルジュッバーンの物語」（第 680～681 夜） 

 وحكى ايضا 
...ان   

さらにまた語り伝えられているのは 

 
[137]「アンヌアマーンの娘ヒンドとアルハッジャージュの物語」

（第 681～683 夜） 

 وحكى ايضا 
...ان   

さらにまた語り伝えられているのは 

 
[138]「フザイマ・ブヌ・ビシュルとイクリマ・アルファイヤード

の物語」（第 683～684 夜） 

〔※物語の開始が夜の切れ目と一致〕 

 فلما آانت الليلة الثالثة والثمانون بعد السيمائة
...بلغني أيها الملك السعيد انقالت    

そして第 683 夜になると 

彼女は語った、私に次のように伝わっております、幸多き王さまよ 

 
[139]「書記ユーヌスと世継アルワリード・ブヌ・サフルの物語」

（第 684～685 夜） 

 وحكى
...ايضا انه   

さらに語り伝えられてきたのは 

また 

 
[140]「ハールーン・アッラシードと娘たちの物語」（第 685～686

夜） 

 وحكى ايضا 
...ان   

さらにまた語り伝えられてきたのは 

 
[141]「ハールーン・アッラシードのご前での、三人の娘についてのア

ルアスマイーの物語」（第 686～687 夜） 

 وحكى ايضا 
...ان   

さらにまた語り伝えられてきたのは 

 
[142]「アブー・イスハーク・イブラーヒーム・アルマウシリーと悪魔

アブー・ムッラの物語」（第 687～688 夜） 

 وحكى ايضا 
... ان  

さらにまた語り伝えられてきたのは 

 
[143]「カリフ、ハールーン・アッラシードとジャミール・ブヌ・アマ

アル・アルウズリーの物語（第 688～691 夜）」〔“ウドラ族の恋人たち”〕 

 وحكى ايضا 
...ان   

さらにまた語り伝えられてきたのは 

 
[144]「ベドウィンがムアーウィアに訴えたマルワーン・ブヌ・アルハ

カムの悪業の物語」（第 691～693 夜）〔“ベドウィンとその忠実な妻”〕 

 وحكى ايضا 
...ايها الملك السعيد ان  

さらにまた語り伝えられてきたのは 
幸多き王さま 

 
[145]「フサイン・アルハリーウがハールーン・アッラシードのご前で

したバスラの女の恋物語〔“バスラの恋人たち”〕」（第 693～695 夜） 

 وحكى ايضا 
...ايها الملك السعيد ان  

さらにまた語り伝えられてきたのは 
幸多き王さま 

 
[146]「イスハーク・アルマウシリーと奴隷娘と盲人（悪魔）の物語」

（第 695～696 夜） 

 وحكى ايضا 
...ايها الملك ان  

さらにまた語り伝えられてきたのは 
王さま 

 
[147]「イブラーヒーム・ブヌ・イスハークと若者の物語（第 696～697

夜）」〔“メディナの恋人たち”〕 

 وحكى ايضا 
...ان   

さらにまた語り伝えられてきたのは 
 
[148]「大臣アブー・アーミル・ブヌ・マルワーンとアルマリク・アン

ナースィルの物語」（第 697～698 夜） 

 وحكى ايضا 
...ايها الملك السعيد ان  

さらにまた語り伝えられてきたのは 
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幸多き王さま 

 
[149]「アフマド・アッダナフとハサン・シャウマーンと女ペテン

師ザイナブおよびその母の物語」（第 698～708 夜） 

 وحكى ايضا 
...ايها الملك السعيد انه  

さらにまた語り伝えられてきたのは 
幸多き王さま 

 
[150]「エジプト人アリー・アッザイバクの物語」（第 708～719 夜） 

※まったく切れ目なし（ほかの物語の切れ目に使われている、物

語導入の定型句もない） 
 
[151]「アッサイフ・アルアアザム・シャーの王子アズダシールと

アブド・アルカーディル王の息女ハヤート・アンヌフース姫の恋

物語」（第 719～738 夜）） 

 ومما يحكى ايضا
...انهايها الملك السعيد   

さらにまた語り伝えられているところでは 
幸多き王よ 

 
[152]「ホラサーンのシャフルマーン王の物語」（第 738～756 夜）

〔“海のジュルナール”） 

 ومما يحكى
...انهايها الملك السعيد   

さらにまた語り伝えられているところでは 
幸多き王よ 

 
[153]「ムハンマド・サバーイク王と商人ハサンの物語」（第 756

夜～758 夜）） 

 ومما يحكى
...انهايها الملك السعيد   

また語り伝えられているところでは 
幸多き王よ…… 

 
※枝話のかたちになっている[153a]「サイフ・アルム

ルークとバディーア・アルジャマールの物語」（第 758

～778 夜？）への接続：切れ目なし 
 
[154]「商人と金細工師と銅細工師を営むふたりの息子、および金

細工師の息子ハサンとペルシアの詐欺師にまつわる物語」（第 778

～831 夜）〔“バスラのハサン”〕 

ايضا ومما يحكى  
...انه  

さらにまた語り伝えられているところでは 
 
[155]「バグダードの漁師ハリーファの物語」（第 831 夜～845 夜） 

ايضا يحكى ومما  
...انه  

さらにまた語り伝えられているところでは 
 
[156]「商人マスルールと彼が見た夢の物語」（第 845～863 夜）〔“マ

スルールとザイン・エル・マワーシフ”〕 

كىومما يح  
...هان  

また語り伝えられているところでは 
 
[157]「ヌール・アッディーンと帯網娘マルヤムの物語」（第 863～894

夜） 

 ومما يحكى
...ان  

また語り伝えられているところでは 
 
[158]「カイロの領主ジャーウ・アッディーン・ムハンマドと褐色の男

の物語」（第 894～896 夜）〔“上エジプトから来た男”〕 

 ومما يحكى ايضا
...ان  

さらにまた語り伝えられているところでは 
 
[159]「バグダードの金持ちと奴隷娘の物語」（第 896～899 夜） 

اومما يحكى ايض  
...انه  

さらにまた語り伝えられているところでは 
 
[160]「インドの王ジュライアードと大臣シャンマースの物語」（第 899

～930 夜） 

 ومما يحكى ايضا
...انه  

さらにまた語り伝えられているところでは 

 
 ※以下枝話の切れ目なし（見出しを立てずに文が続く） 

[160a]「猫と鼠の物語」（第 900～902 夜） 

...فقال المفسر. ر أفية السنور والافقال الملك وما حك  
すると王は、猫とねずみの話とはなにか、と言いました。そこで

夢解き人が語り始めました 

 
[160b]「頭にバターをかけられた行者の話（第 902～903 夜）」 

فقال.  له وما جرى الناسك له الملك و آيف حكاية فقال  
... له ايها الملك انه  

すると彼（大臣シャンマース）に向かって王は世捨て人と彼に

起こったことの物語とはどんな風かと言った。すると彼（大臣）

は次のように語った、王さまよ…… 

 
[160c]「池の魚の話」（第 903 夜内） 

ماس لك و ما حكاية السمك وآيف ذلك فقال شفقال الم  
  ... انهاعلم ايها الملك

すると王は言った、魚の物語とはなにか、それはどんな風か、

するとシャンマースは言った、お知りおきください、王よ 

     ※文の切れ目も入れていない 
 

[160d]「鴉と蛇の話」（第 903～904 夜） 

  فقال. وما حكاية الغراب والحيةفقال الملك آيف ذلك 
   ...  اعلم ايها الملك انهالوزير

すると王は言った、それはどんな風か、カラスと蛇の 

物語とはなにか。すると大臣は言った、お知りおきください、
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王よ 

 
[160e]「野生のロバと狐の話」（第 904～905 夜） 

قال الوزير اعلم ايها . قال الملك وما حديثهما   
 الملك 

   ... ان
すると王は言った、両者の話とはなにか。すると大臣は

言った、お知りおきください、王よ 

 
[160f]「旅をする王子の話」（第 905～906 夜） 

قال الوزير اعلم ايها ف. فقال الملك وآيف آان ذلك 
..هالملك ان  

すると王は言った、それはどんな風か。すると大臣は言

った、お知りおきください、王よ 

 
[160g]「鴉の話」（第 906～907 夜） 

. فقال الملك وما حكاية الغراب فاجابه الوزيرقائلا   
   ... اعلم ايها الملك السعيد انه

すると王は言った、カラスの物語とはなにか、すると大臣

は彼に答えてこう言った。お知りおきください、幸多き王

よ 

 
[160h]「蛇使いとその妻と子供と一家の者の話」（第 907

～908 夜） 

ه  وزوجتةقال الملك وما حكاية الحاوي واولاد  
...ففال الوزيراعلم ايها الملك انه. و اهل بيته   

すると王は言った、蛇使いとその子とその妻とその家の

者たちの物語とはどんな風か。すると大臣（六番目の大

臣）は言った お知りおきください、王よ 

 
[160i]「蜘蛛と風の話」（第 908～909 夜） 

ق.  العنكبوت والريحالملك لما قال الوزير و ما حكاية
...ال الوزير اعلم ايها الملك ان  

すると王は大臣が言ったことに対して言った、蜘蛛と風

の物語とはなにか。大臣は言った、お知りおきください、

王よ 

 
[160j]「公正な王と邪悪な王の話」（第 909～910 夜） 

...قال الغلام انه  
少年（王子）は語った 

 
[160k]「盲人と両足の萎えた男の話」（第 910～918 夜） 

  صاحب ن اخذهما رجليالمقعد الذو الاعمىوذلك مثل 
... و ادخاهما بسيانهالبستان  

（王子のせりふ）それはちょうど果樹園の持ち主がつか

まえて、その果樹園のなかに入れた〔･･････〕盲人と足

なえの男のようです 

※全く（話者の交代、物語導入の言葉など）切れ目なし 
 

[160l]「漁夫の話」（第 918 夜内） 

قال شماس قد . فقال له الملك وآيف آان ذلك   
...بلغني ان  

すると彼に向かって王は、それはどんな風なのだと言っ

た。シャンマースは語った、すでに私に伝わっていると

ころでは 

 
[160m]「若者と泥棒の話」（第 918～919 夜） 

...وا انرفقالت ذآ. فقال الملك وآيف آان ذلك   
すると王は、それはどんな風なのだと言った。すると彼女（愛

妾）は語った、彼ら（人々）が述べたところでは 

 
[160n]「妻のために身を亡ぼした男の話」（第 919～920 夜） 

... انقال شماس زعموا. وآيف آان ذلك فقال الملك   
すると王は、それはどんな風なのだと言った。シャンマースは

語った、彼ら（人々）が申したところでは 

 
[160o]「商人と泥棒たちの話」（第 920～921 夜） 

...قالت بلغني انه. فقال الملك وآيف آان ذلك   
すると王は、それはどんな風なのだと言った。彼女（愛妾）は

語った、私に伝わっているところでは 

 

[160p]「狐と狼の話」（第 921 夜内） 

...قال زعموا ان. فقال الملك وآيف آان ذلك   
すると王は、それはどんな風なのだと言った。彼（シャンマー

ス）は語った、彼ら（人々）が申したところでは 

 
[160q]「羊飼いと泥棒の話（第 921～924 夜）」 

...هقالت زعموا ان. فقال لها الملك وآيف آان ذلك   
すると彼女（愛妾）に向かって王は、それはどんな風なのだと

言った。彼女は語った、彼ら（人々）が申したところでは 

 

[160r]「黒雷鳥と亀の話（第 924 夜内）」 

...فقال الملك زعموا ان. فقلن له وآيف آان ذلك   
すると彼（王）に向かって彼女たち（愛妾たち）は、それはどん

な風なのでしょうかと言った。王は語った、彼ら（人々）が申し

たところでは 

 

[161]「染物屋アブー・キールと床屋アブー・シールの物語」（第 930～

940 夜） 

 ومما يحكى
...ان ايضا   

さらに語り伝えられているところでは 
また 

 
[162]「陸のアブド・アッラーフと海のアブド・アッラーフの物語」（第

940～946 夜） 

 ومما يحكى ايضا
...انه  

さらにまた語り伝えられているところでは 
 
[163]「教王（カリフ）ハールーン・アッラシードとアブー・アルハサ

ン・アルオマーニーの物語」（第 946～952 夜） 

 ومما يحكى ايضا
...ان  

さらにまた語り伝えられているところでは 
 
[164]「エジプト領主アルハーシブの息子イブラーヒームの物語」（第

952～959 夜）〔“イブラーヒームとジャミーラ”〕 



 536

 ومما يحكى ايضا
...انالسعيد ايها الملك   

さらにまた語り伝えられているところでは 
幸多き王よ 

 
[165]「教主（カリフ）アルムウタディド・ビッラーヒとホラサー

ンのアフマドの息子アブー・アルハサン・アーリーの物語」（第 959

～963 夜） 

 ومما يحكى ايضا
...انايها الملك السعيد   

さらにまた語り伝えられているところでは 
幸多き王よ 

 
[166]「商人アブド・アッラフマーンとその息子カマル・アッザマ

ーンの物語」（第 963～978 夜）〔“カマル・アッザマーンと宝石商

の妻”〕 

  ايضاومما يحكى
...انهايها الملك السعيد   

さらにまた語り伝えられているところでは 

幸多き王よ 

 
[167]「アブド・アッラーフ・ブヌ・ファーディルと兄弟たちの物

語」（第 978～989 夜） 

 ومما يحكى ايضا
...انايها الملك السعيد   

さらにまた語り伝えられているところでは 
幸多き王よ 

 
[168]「靴直しマアルーフとその妻ファーティマの物語」（第 989

～1001 夜） 

 ومما يحكى 
...انهايها الملك السعيد   

さらに語り伝えられているところでは 
幸多き王よ 

 
〔大枠の物語――結末〕 
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